
成

佛

ヒ

是

佛

伊

藤

古

.

鑑

一

.佛
数

を
見

る

の
に

三
種

の
方
面

が

あ

る
よ
シ

に
思

う
。

そ

の
第

一
は
、
佛
敢

は

「
佛

の
説

け

る
教

」
と

い
う

こ
と

で
あ
り

、

そ

の
第

二

は
、

佛
教

は

「
佛

に
成

る
数

」

と

い
う

こ
と
で

あ
り

、
そ

の
第

三

は
、
佛

敏

は

「
佛

と

い
う

こ

と
を
説

く
敏

」

と

い
う

こ
と

に
な
ろ

う
。

も

ち
ろ

ん
、

こ
の
三
者

は
、

互

に
相
關

係

し

て

い
て
、
別

個

の
問

題

に
取

り
扱

わ

れ

る

べ
き

で

は
な

い
が
、

今

は
特

に
第

二

の

「
佛

に
成

る
敏

」

と

い
う
、

い
わ
ゆ

る
成

佛
論

に

つ
い
て

一
考

し
、

そ

れ
が
、

わ
が

大
乗

佛
敏

の
理
想

で
も

あ
り
、

ま

た
如
何

に
し

て
佛

と
成

る

べ

き
か

は
、

各
宗

各

派

そ

れ
ぞ

れ

の
立

場

に
於

て
、

大

に
究
明

せ
ら

れ
て

い
る

こ
と
で

あ

る
が

、

わ
が

縄
宗

に
於

て
は
、

こ
の
成

佛

を
如
何

に
見

て

い
る
か
。

ま

た

、
縄
宗

で
は
多

く

「
本
來

是
佛

」

と
か

、

「
印

心

是
佛

」

と
か

い
う

て
、
成

佛

の
語

よ
り

も
寧

ろ
是

佛

の
語

を
常

に
用

い
て

い
る

よ
う

に
思
う

。
ま

た
、

縄
宗

の
古
則
公

案

と

し

て
も

、

「
如

何

な

る
か
是

れ
佛

」

と

い
う
問
答

商
量

の
極

め
て
多

い
の

に
鑑

み
て
、

こ

こ

に

「
成

佛

と
是
佛

」

と
題

し
、

こ
れ
ら

の
諸
問

題

を
考
察

す

る
爲

め

に
、
敢

え

て
愚
筆

を
弄

し

た
わ

け

で
あ

る
。

二

 

成

佛

と

是

佛

一



暉

學

研

究

二

成
佛
と
い
え
ば
、
先
ず
佛
に
成
る
と
い
う
こ
と
で
、
小
乗
の

一
佛

一
菩
薩
論
か
ら
い
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
成
佛
は
、
あ
り
得
な
い
こ
と

に
な
る
。
そ
こ
で
大
乗
佛
教
に
至
り
て
始
め
て
成
佛
の
可
能
を
説
き
、
し
か
も
法
相
宗
の
如
き
三
乗
敢
義
に
於
て
は
、
未
だ
全
盟
の
衆
生

の
成
佛
を
許
さ
ず
し
て
、
有
名
な
る
五
性
各
別
設
を
唱
え
て
い
る
こ
と
は
、
今
更
こ
こ
に
読
明
を
要
す
る
ま
で
も
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
引
き
換
え
て
、

一
乗
敏
義
と
も
な
れ
ば
、
み
な

一
切
衆
生
が
成
佛
す
る
と
い
い
、
そ
し
て
、
そ
の
成
佛
に
至
る
ま

で
の
修
行
の
位
地
に
つ
い
て
も
委
し
く
読
明
を
加
え
て
い
る
。
い
ま
、
そ
の
修
行
の
位
次
に
つ
い
て
、
最
も
基
本
的
な
考
え
は

『菩
薩
理

略
本
業
経
』
上
巻
に
出
て
い
る
五
十
二
位
の
読
で
あ
り
、
ま
た

『
華
嚴
経
』
の
な
か
に
も
、
十
住
十
行
十
回
向
、
十
地
及
び
佛
果
の
四
十

一
位
の
説
が
出
て
い
る
。
諦
観
法
師
の

『
天
台
四
数
儀
』
の
な
か
に
も
、
次
ぎ
の
如
く
読
い
て
い
る
。

「
華
嚴
明
下
十
住
十
行
十
回
向
爲
γ賢
、
十
地
爲
γ聖
、
妙
覧
爲
吉
佛
、
瑳
狢
明
二
五
十
二
位
軸

金
光
明
但
出
二十
地
佛
果
嚇

勝
天
王

明
二十
地
納

渥
禦
明
=
五
行
納

如
γ是
諸
経
増
減
不
同
者
、
界
外
菩
薩
、
随
γ機
利
盆
、
登
得
一一定
読
⑩

然
位
地
周
足
、
莫
γ過
一瑳
狢
経
輔

故
今
依
γ彼
、
略
明
=菩
薩
歴
位
断
詮
之
相
ご

(
『
正
蔵
』
四
六
、
七
七
八
頁
)

こ
の
五
十
二
位
の
位
次
は
、
大
乗
菩
薩
の
修
行
の
段
階
を
示
し
た
も
の
で
、
天
台
に
於
け
る
別
教
の
行
位
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
の

菩
薩
の
階
位
の
前
に
藏
教
菩
薩
の
階
位
あ
り
、
通
教
菩
薩
の
階
位
が
あ
つ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
特
有
の
読
明
を
加
え
て
い
る
が
、
要
す
る
に
菩

薩
思
想
の
嚢
達
と
共
に
、
そ
の
修
行
の
階
位
の
上
に
も
攣
化
が
あ
つ
た
も
の
と
思
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

菩
薩
思
想
は
繹
尊
當
時
に
は
無
か
つ
た
も
の
で
、
そ
の
滅
後
に
於
て
起
つ
た
思
想
と
思
わ
れ
る
。
.す
な
わ
ち
繹
尊
の
自
覧
内
容
の
深

厚
さ
と
、
そ
の
人
格
の
偉
大
さ
と
を
思
い
起
す
と
き
、

こ
こ
に
繹
尊
の
修
行
は
軍
な
る
六
ケ
年
の
短
き
年
月

に
あ
ら
ず
し
て
、

過
去
世

に
、
す
で
に
無
量
劫
の
修
行
を
積
ま
れ
た
結
果
と
な
し
、
か
の
大
藏
経
本
縁
部
に
牧
む
る
過
去
世
因
果
物
語
の
経
典
の
如
く
、
種
々
雑
多

な
る
本
生
謳
が
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

の

か
の
九
部
経
、
十
二
部
経
の
な
か
に
も
、
す
で
に
本
生
は
敷
え
ら
れ
、
本
生
諌
は
印
度
の
原
始
的
思
想
で
、
そ
の
信
仰
は

一
般
民
衆
の



間
に
盛
ん
に
行
わ
れ
た
事
實
は
、
紀
元
前
二
百
五
十
年
頃
の
建
設
に
か
か
る
阿
育
王
紀
念
碑
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
彫
刻
や
、
そ
の
後
、
健
駄

羅
や
那
蘭
陀
の
遺
跡
に
も
存
し
て
い
る
の
を
見
て
も
容
易
に
知
る
こ
と
が
出
來
る
。

.

そ
の
本
生
諺
は
極
め
て
多
く
、
ま
た
極
め
て
複
雑
で
あ
つ
た
も
の
を
漸
次
に
整
理
さ
れ
て
、
そ
れ
を
敢
理
的
に
ま
と
め
、
修
行
の
位
地

を
明
か
に
し
た
も
の
が
菩
薩
の
三
砥
百
劫
読
の
内
容
で
あ
ろ
う
と
信
ず
る
。
そ
れ
は
、
始
め
は
軍
な
る
八
相
成
道
で
あ
り
、
こ
れ
も
始
め

は
、
八
相
、
九
相
、
十
相
読
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
ま
た
因
位
の
八
相
、
果
位
の
八
相
な
ど
に
も
分
れ
て
、
見
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
と

に
か
く
、
後
に
は
整
理
せ
ら
れ
て
、
繹
尊
は
過
去
世
に
三
大
阿
櫓
砥
劫
の
修
行
を
な
し
、
多
く
の
佛
に
値
い
、
佛
に
仕
え
て
修
道
生
活
を

積
ま
れ
た
も
の
と
見
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
初
阿
僧
砥
に
於
て
は
、
古
繹
迦
よ
り
　
棄
佛
に
至
る
ま
で
七
萬
五
千
佛
に
値
い
、
第
二

阿
侶
砥
に
於
て
は
、
　
棄
佛
よ
り
然
燈
佛
に
至
る
七
萬
六
千
佛
に
値
い
、
第
三
阿
檜
砥
に
於
て
は
、
然
燈
佛
よ
り
毘
婆
戸
佛
に
至
る
七
萬

七
千
佛
に
値
い
、
四
弘
の
願
行
を
立
て
、
六
度
の
修
行
を
積
ま
れ
た
と
い
い
、
初
阿
僧
砥
は
三
賢
位
に
當
り
、
第
二
阿
檜
砥
は
煙
位
、
第

三
阿
僧
砥
は
頂
位
、
更
に
百
劫
の
間
、
相
好
業
を
種
す
る
を
下
忍
位
と
な
し
、
そ
れ
よ
り

一
生
補
威
の
位
に
進
み
、
兜
率
天
に
生
れ
、
更

に
八
相
成
道
と
な
つ
て
下
天
、
托
胎
、
出
胎
、
出
家
ま
で
を
中
忍
位
と
な
し
、
降
魔
を
上
忍
位
、
世
第

一
法
と
な
し
、
三
十
四
心
断
結
成

道
の
と
こ
ろ
は
、
四
向
四
果
の
無
漏
道
と
な
し
、
轄
法
輪
、
入
浬
葉
す
る
も
の
と
見
た
も
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
き
三
砥
百
劫
の
思
想
は
、

始
め
は
繹
尊
因
位
の
修
行
と
の
み
見
た
も
の
で
あ
つ
た
が
、

そ
れ
が
後

に
は
、

佛
と
い
う
佛
は

皆
、
こ
の
三
砥
百
劫
の
修
行
を
要
し
、
多
劫
に
亘
り
て
多
く
の
佛
に
値
遇
し
、
身
命
財
を
勉
つ
て
の
供
養
を
修
せ
ら
れ
た
結
果
、
そ
こ
に

成
佛
せ
ら
れ
た
も
の
と
い
う
よ
う
に
廣
く
解
繹
せ
ら
れ
る
に
至

つ
た
の
で
あ
る
。

然
る
に
、
こ
の
思
想
は
、
更
に

一
轄
化
し
て
、
そ
の
中
心
観
念
は
次
第
に
移
動
し
始
め
て
、
わ
れ
わ
れ
の
上
に
見
ら
れ
、
わ
れ
わ
れ
も

成
佛
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
必
ず
、
三
砥
百
劫
の
修
行
を
積
ん
で
後
に
、
始
め
て
成
佛
す
る
と
読
き
、
こ
の
三
砥
百
劫
説

が
、
わ
れ
わ
れ
衆
生
の
上
に
一
轄
化
し
來
つ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

成

佛

と

是

佛

三



揮

學

研

究

、

四

と
こ
ろ
が
、
こ
の
三
砥
百
劫
の
修
行
を
積
ん
で
成
佛
す
る
の
を

「
三
劫
成
佛
」
と
い
い
、

こ
れ
は
三
乗
敢
義

の
成
佛
論
で
あ
る
と
な

し
、
ほ
ん
と
う
の

一
乗
教
義
は
、
こ
の
父
母
所
生
の
肉
身
に
於
て
成
佛
す
る
、
い
わ
ゆ
る

「
一
生
成
佛
」
で
あ
り
、

「印
身
成
佛
」
で
あ

る
と
い
う
よ
う
に
主
張
し
て
、
終
に
前
の
三
劫
成
佛
を
劣
れ
り
と
な
し
、
三
砥
百
劫
の
思
想
は
、
漸
次
に
忘
れ
ら
れ
て
行

つ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
菩
薩
の
歴
位
断
讃
の
過
程
も
、
そ
の
数
の
淺
深
に
依
つ
て
種
々
に
読
明
さ
れ
、
か
の
天
台
の
数
義
で
は
、
通

数
の
と
こ
ろ
に
於
て
、
『
大
品
般
若
』
十
九
、
『
大
智
度
論
』
七
十
五
な
ど
に
出
て
い
る
三
乗
共
十
地
の
位
次
を
用
い
、
別
敏
の
と
こ
ろ
に

於
て
は
、
前
に
摯
げ
た

『
理
路
本
業
経
』
上
に
出
て
い
る
五
十
二
位
の
位
次
を
用
い
、
圓
敏
の
と
こ
ろ
に
於
て
は
、
附
傍
別
数
の
圓
位
を

明
す
と
共
に
、
正
し
く
は
天
台
大
師
濁
特
の
六
即
の
行
位
を
用
い
て
、
そ
の
深
妙
を
明
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

三

 

さ

て
、

天
台

圓
教

に
於

て
は
、

も

と
よ
り

一
乗

教
義

で
あ
り

、

一
生
成

佛

を
唱

う

る
も

の
で

あ
る
が

、

そ

の
論
旨

は

『
台
宗

二
百

題
』

第

三
に
於

け

る

コ

生
妙

覧

」

の
論
草

に
依

つ
て
知

る

べ
き

で
あ

る
。

「
圓

實
意

、
速

疾
頓

成

、
宿

善
厚

殖

一
類
、
何

無

下
一
生

入
一一妙

覧

一義

上
耶

、
依

y
之

、

今

経

説
=
須
輿
聞

γ之

、

即

得

7
究

=寛

阿

褥
菩

提

一
」
(
『
台
宗

二
百
題
』

三
、

二
〇
二
丁
)

今

経

と

は

『
法

華
経

』
法

師
品

第

十

に
出

て

い
る
経
文

で

あ

つ
て
、

そ

の
他
、

『
大

日
経

』
『
無

量
義

経

』
『
菩

提
心

論
』

等

の
引
謹

に
依

り

一
生
妙

覧

の
義

を
成

立

せ
ん

と

つ
と

め

て

い
る

の
で

あ

る
が

、

し
か

し
、

こ
の
な

か
、

『
大

日
経

』
『
菩

提

心
論
』

の
如

き

は
、

密
数

の

経

論

で
あ

つ
て
、

こ
こ

に
引

謹

す

る
の

は
、
ど

う

か
と
思

う

が
、

日
本

天
台

で

は
、
台

密
が

あ
り

、

一
乗
教

義

を
密

教

と
見

て

の
引
謹

で

あ
ろ

う
。
天

台

と
し

て

は
、

こ
の

『
法
華

経
』

が
所

依

の
本
経

で
あ
り

、

こ
れ

に
依

つ
て

一
生
妙

覧

を
主
張

す

べ
き
で

あ

る
。

そ
し

て
、

そ

の

一
生
妙

覧

を
得

た
も

の
の
謹
擦

と

し

て
は
、

『
法

華
経

』

の
龍
女

成
佛

を
學

げ

て

い
る
が

、

こ

の
龍

女
成

佛

は

『
法

華

経
』
提

婆

建



多

品
第

十

二
に
出

て

い
る
因

縁

で
、

八
歳

の
龍

女
が

速
疾

に
成

佛

し
た

と

い
う

の
を
指

し

た
も

の
で

あ
る
。

『
台
宗

二
百

題

』

に
は
、

こ

れ

を
以

て

一
生
妙
畳

の
現
謹

と

な
し
、

一
佛

乗

の
不
可

思
議

力

を
あ
ら

わ

し
た
も

の
と

し
て

い
る
。

し
か

し
、

こ

の
龍
女

成
佛
が

果

し

て

妙

畳

で

あ

る
か
、
初

住

の
分
謹

で
あ

る
か

と

い
う

こ
と

に

つ
い
て
は
、

こ
れ
亦

『
台
宗

二
百

題

』
第

八

に
、

「
龍
女
分

極

」

の
論
草

を
設

け

て
、

そ

れ
を
次

ぎ

の
如

く
決
揮

し

て

い
る
。

「
答

云
、

龍
女

成

道
、

一
家

威
虜

解
繹

分
明

、
皆

定

二
初
住

唖

今

家

學
者
、

誰

疑

y之

耶
、

誠
以

二
龍
畜

身

↓
速
疾

得

一一無

生
碗

印

唱

二

八
相
成

道

↓

豊

不

レ
足

r顯

=
佛

乗
権

巧
妙

力

一
耶
」

(
『
台
宗
二
百
題
』
八
、
六
五
九
丁
)

こ
れ

に
依

れ
ば

、
龍

女

の
成
佛

は
究

寛

の
妙
覧

に
は

あ
ら
ず

し

て
、

た
だ

一
分

の
中
道

を
謹

し
、

よ
く

八
相

作
佛

し

た
と

い
う

に
過

ぎ

な

い
の
で
、

こ
れ
を
初

住

と
鋼

じ

て

い
る
こ

と
は
、

天
台

大
師

の

『
法

華

玄
義

』

に
も
、

そ

の
明
文

が

あ

る
。

「
今

経

爲
γ
令

三
衆

生
開

=
佛

知
見

↓

亦

是

龍
女

於

一一刹
那
頃

碗

獲

一一菩

提

心
嚇

成

=等

正

覧
↓

印
是

浬
葉

明
、

蛮

心
畢
寛

二
不

γ
別

、

如

是

二
心
前

心
難

、

此
諸

大
乗

悉
明

二
圓

初
爽

心
住

一也
」

(
『
法
華
玄
義
』
五
上
、
一
=

丁
)

こ

れ
は
圓

の

五
十

二
位

を
明
す

中
、

十
住

を
明

す

と

こ
ろ

に
於

て
、
初

住

の
菩
薩

の
有

ら

ゆ

る
功

徳

を
讃
歎

し
、

三
世

の
諸

佛

も
賞

歎

し
盤
く

す

こ
と
能

わ
ず

と

な

し
、

ま

た
、

こ
れ
を
聞

く
人

間
も

狂
齪

し

て
信
ず

る

こ
と
が

出
來

な

い
で
あ

ろ
う

と

い
い
、

こ
の
龍

女
成

佛

は
、
初

入

の
詮
入

で

あ
る

け
れ

ど
も

、

こ
れ
が
最

も

難
解
難

入

で

あ

つ
て
、

こ

の
初

住

已
上

の
位

次

は
任
運
無

功

用

に
、
自

然
流

入

し
て

妙

覧
果
満

の
位

に
達
す

る

こ

と
が

出
來

る
と

な
し
、

初
住

と
妙

覧

と

の
二
位

は
、
畢

寛
無

別

の
も

の

で
あ

つ
て
、

し
か

も
、

そ

の
前
心

た

る
初
住

の
謹

入

を
以

て
最

も
難

し
と

い

い
、
諸

大
乗

経

に

は
、

こ
の
圓

の
初
獲

心
住

の
功

徳

を
讃

歎

し
て

い
る
。

喩

え
ば
、

『
華

嚴
経

』

に
於

け

る

「
初
嚢

心
時

、

便
成

正
畳

」

の
経
文

の
如

き

、

『
維

摩
経

』

に
於

け

る

「
一
念
知

二
一
切

法

↓

是

爲
二
坐

道
場

一
」
の
経

文

の
如

き
、

或

は

『
大

品
般

若
』

に
於

け

る

「
從

=
初

嚢

心
↓

印

坐

=
道
場

↓

轄

=
法

輪

唖

度

=
衆

生
」

の
経
文

の
如

き
が

そ

れ

で

あ

つ
て
、

み

な

一
分

の
中

道
を
讃

す

る
讃

入

を
明

し
た
も

の
と
見

て
、

そ

れ
を
賞
歎

し
た

の
で

あ
る
。

成

佛

と

是

佛

五



暉

學

研

究

六

い
ま
更
に
、
こ
の

『法
華
経
』
に
於
け
る
龍
女
成
佛
の
経
文
に
つ
い
て
考
え
て
見
る
と
、
先
ず

『
法
華
経
』
提
婆
達
多
品
に
於
て
、
智

積
菩
薩
が
文
珠
師
利
に
向
つ
て
問
う
て
言
く
、

「
此
経
甚
深
微
妙
、

諸
経
中
寳
、
世
所
轍一希
有
輔
頗
有
二衆
生
一勤
加
一精

進
↓

修
二行
此
経
嚇

速
得
γ佛
不
」

(
『正
蔵
』
九
、
三
五

頁
)

と
、

こ
れ

に
封

し
て
文

珠
師

利

は
、
娑

端
羅

龍

王

の
女

に
し

て
八
歳

に

な
る
も

の
の
成

佛
を

説

き
、

「
於

二
刹
那
頃

唖

登

昌
菩

提

心
嚇

得

二
不
退

轄
↓

辮
才

無
硬

、
慈

=
念

衆

生
軸

猫

如

二
赤

子
剛

功
徳

具
足

、
心

念

口
演
、

微
妙

廣
大

、

慈
悲

仁
譲

、
志

意
和

雅
、

能
至

=
菩
提

一」

(
『
正
蔵
』
九
、

三
五
頁
)

と

い

い
、

こ
れ
龍

女

の
初
登

心

と
同
時

に

成
佛

道

を
明

し
た
も

の
と

見

て
、

こ
れ
を
初

住

の
成

道
と

い
い
、

未

だ
妙

覧

な
ら
ぎ

る

こ
と

は
、

そ

の
経

文

の
絡
り

に

「
能

至
哺一菩

提

こ

の
四
字

に
於

て
謹

す

べ
き

だ
と

な

し
、

『
台
宗

二
百

題
』

に
於

て
も

、

そ

れ
を
明

か

に
指
示

し

て
い
る
。

こ
れ
を
要

す

る

に
、

天
台

の

一
生
成

佛

の
論

旨

は
、
最

上
利

根
、
宿

植

深
厚

の

一
類

の
人

が

あ

つ
て
、

そ

の

一
生

に
初
住

を
誰

す

る
も

の
も

あ

る
と

い
う

の
で
、
未

だ

一
切

衆
生

が

一
生

に
於

て
成
佛

す

る

と
は
読
が

な

い
。

天
台

大
師

の

『
摩
詞

止
観

』

六

に
於

て
も
、

「
砥
於

=
是
身

一印

破

=
爾
惑

輔

印

入

=
中

道
↓

一
生
可

γ群

」

(
『
正
蔵
』
四
+
六
、
八
〇
頁
)

と

い
い
、
荊

漢

は
、

こ

れ
を

『
止
観
輔

行

』

に
繹

し
て
、

「
故
知

、

】
生

初
住

可

y
獲
」

(
『
正
蔵
』
四
+
六
、
三
四
八
頁
)

と

い

い
、

ま

た
荊
漢

の

『
法
華

玄
義

繹
籔

』

二
上

に
於

て
も
、

「
始

自
下
初

入

=
攣
易

土
中

嚇

受

=
法

性
身

↓

既
並

無

二復

隔

生
之
義

一」

(
『
法
華
玄
義
繹
籔
』

二
上
、

三
五
丁
)

と

い
う

て
、

一
生
成

佛

の
義

を
謹

し

て

い
る
如

き

は
、

大

に
参

考

と
す

べ
き

こ
と
で

あ
ろ
う

。



ま
た
、

天
台

の
修

行

の
位
次

に
於

て
は
、

正

し
く

六
印

の
妙

旨

を
明

す

と
共

に
、
条

ね

て
別

敏

の

五
十

二
位

を
依

用

し

て
、
そ

の
位

次

の
高

遠

な

る
こ
と

を
表
示

し

た
と

い
う

の

で
あ

る
が
、

そ

の
な
か

、
天

台

と
し

て
は
、

六

に

し
て
印
、
印

に
し

て
六

と

い
う
六
印

の
深

旨

を

強
調

し
て

い
る

。
す

な
わ

ち
、

六
印

と

は
、

理
即

、

名
字
即

、
観

行
即

、

相

似

即
、

分

謹
印

、
究

寛
即

で

あ

る
。

「
此

六
即
義

、

起

γ
自

二

家

↓

深

符

二
圓
旨

嚇

永

無

=
衆
過

嚇

暗

縄
者

多

=増

上
慢

剛

文
字

者
推

=
功

上
人

唖

並

由

γ不

γ
曉

三
ハ
而

復
印

一」

(
『摩
詞
止
観
輔
行
』

一
ノ
上
、

二
六
頁
)

こ
の
意

味

は
、

「
我

れ
は
佛

な
り

」

と

い
う
義

邊

の
み

を
張
調
す

れ
ば

、

修
行

未
熟

の
位

に
於

て
、

「
我

れ
は
佛

に
等

し

い
」

と

い
う

増

上
慢

を
起

す
嫌

い
が

あ
り

、

ま

た
六
位

の
差

別

の
義
邊

の
み
を
力

読

す

れ
ば

、
我

れ
の
如

き
凡

夫

で
は
、

到
底

、
佛

果

は
得

ら
れ

な

い

と

い
う
卑

屈

の
念

を

起
す
が

爲

め

に
、

こ

こ
に

六
印

の
圓
旨

を

明

し

た
も

の
と

い
う

の

で
あ

る
。

そ
し

て
、

こ

こ
に
分

謹
師

と

い
う

の

は

、
十
住

、

十
行
、

十
回

向

、
十

地
、

等
畳

の
四
十

一
位

に
當
り

、
究

寛
印

は
、

い
う
ま

で
も

な
く
妙

覧

に
當

つ
て

い
る
。

こ
の
分

謹
印

の
第

一
を

初
登

心
住

と

な
し
、

一
分

、

無

明

を
断

じ
中

道

を
謹

し
た
位

で
、

難

入

の
位

で
は
あ

る
が

、

龍

女

の
如

き
は

分

謹

し
た

と

い

い
、

こ
れ

を
以

て

一
生
妙

畳

の
現
謹

に
學

げ
、

一
生

に
於

て
中
道
位

に
入

つ
た

と

い
う

の

で
あ

る
。

四

次
に
華
嚴
圓
数
に
お
け
る

一
乗
教
義
に
つ
い
て
、

一
生
成
佛
の
義
を
読
明
す
る
な
ら
ば
、
前
に
學
げ
た

『
華
嚴
経
』
の

「
初
議
心
時
、

便
成
正
覧
」
の
経
文
が
、
そ
の
謹
檬
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
経
文
は

『
六
十
華
嚴
』
第
九
巻
に
於
け
る
梵
行
品
第
十
二

の
末
尾
に
出
て
い
る
。
そ
の
要
文
を
學
ぐ
れ
ば
左
の
如
し
。

「
初
嚢
心
時
、
便
成
一一正
畳
{

知
一二

切
法
眞
實
之
性
↓

具
=足
慧
身
繭

不
二由
γ他
悟
こ

(
『
正
蔵
』
九
、
四
四
九
丁
)

こ
の
初
嚢
心
住
は
、
い
わ
ゆ
る
十
信
の
満
位
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
葱

「
信
満
成
佛
」
と
い
い
、

『華
嚴
経
』
の
蝕
経
に
勝
る
る
こ
と
を

成

佛

と

是

佛

七



揮

學

研

究

八

的
指

し

た
も

の
で

あ
る
。

先
ず
賢

首

大
師

の

『
探
玄

記
』

の
繹
文

に

は
、

「
初
襲

心
時

是

因

、便

成
正

覧
是

果

、
亦
是

轄

=
繹
前

一云

一疾

得

佛
果

{

未

γ
知

三
何
時

名

二
疾
得

↓

今

繹

護
心
時

印

得
故

、

下

云
下
初

蛮

心
菩
薩

印
是

佛
故

、
悉

與

三
二
世
諸

如

來

一等

上
、

此
明

二
行
満

入

位

一時

、
師

得

=
普
賢

位

一
故
、

一
位

印

一
切
位

、

乃
至

佛
果
無

γ不

二

圓
満

(

故
云

=
正
畳

一」

(
『
正
蔵
』
三
+
五
、
二
〇
二
頁
)

と
述

べ
て

い
る
。

そ

し
て
、

「
具

二
足
慧

身

一
」

と

は
智

徳

の
圓
備

を

あ
ら

わ

し
、
「
不

二
由

γ
他
悟

一
」
と

は
内
自

ら
開

畳

す
る

こ

と
を
示

し

た
も

の
で

あ

る
。

こ
れ
を
要

す

る

に
、

信

満
成

佛

は
、

天
台

の
龍
女

成

佛
と
同

じ

く

初
爽

心
住

に
於

て
究

童
妙

覧

を
唱

う

る
意

で
あ

つ

て
、

華
嚴

は
特

に
初

後
相

印

の
義

、
因

果
圓

融

の
旨

を
登

揮

し

て

い
る
黙

に
於

て
、

や
や
勝

れ
て

い
る
。

す

な
わ
ち

、
圓

教

の
深
旨

よ
り

す

れ
ば

、
佛
果

は
通

じ
て

一
々
の
地
中

に
あ
り
、

こ
の
故

に

一
地

に

一
切

地

を
摂

し
、

始

め

十
信

の
満

位

よ
り
、

絡

り

佛
果

に
至

る
ま

で
、

六
位

不
同

な
り

と
錐
も

、

一
位

を
得

る
に
從

つ
て

一
切

位

を
得

る

と

い
う

の

で
あ

る
。

然

ら
ば

、

一
位

の
中

に
既

に

一
切

位

あ
り

と
読

く
な

ら
ば
、

信
満

に
於

て
成

佛

し
、

そ

の
後

の
諸

位

は
、
何

の
必
要

あ

つ
て
か
、

こ
れ

を
説

く

や
と

い
う
疑

問
も

起
り

、

こ

こ
に
華
嚴

に
論

く
圓

融
門

の
外

に
、
別

に
行

布
門

の
説

明
も

あ

る

こ
と

に
な

る
。

「
問
、

既

一
位

申
有

一一
一
切

位

{

及

信
満

心
即

得

γ
佛
者

、
何

須
更

説
二
後

諸

位

一耶

、

答
、
論

二
後

諸

位
{

即
是
初

中

之

一
切

也
、

如

γ
初

後
亦

爾
」

(
『
正
蔵
』
四
十
五
、
四
九
〇
頁
)

と

い
い
、

こ
れ

は

『
華

嚴

一
乗
敏
義

分

齊
章

』
第

二
に
出

て

い
る
章

文

で
あ

る
が

、
そ

の
文

意

は
、
初

は
後

を
具

す

る
が

故

に
初

な
り
、

後

は
初

を
具

す

る
が
故

に
後

な
り

と

い
い
、
初
後

同

膣

に
し

て

一
縁

起

を
成
ず

る
も

の
で
、
相

に
約
す

れ
ば

初
後

の
分

位

あ
り

、

三
乗
教

に
寄

同
す

る
も

、
幽

に
約

す

れ
ば
圓

融

自
在

で

あ

つ
て

三
乗

に
同
ぜ
ず

、

別
教

一
乗

の
深

旨

を
以

て
初
後

相

入

す
る
も

の
と
読

く

の
で

あ

る
。
同

じ
く

『
一
乗
敏
義

分
齊

章
』

の
下
巻

に
於

て
も

、
更

に

こ
の
深
旨

を

あ
ら
わ

し

て

い
る
。

「
此

一
乗

義

、
因
果

同
盟

成

一二

縁

起

画

得

γ
此
印

得

γ
彼
、

由
二
彼

此
相

印

一
故
、

若
不

γ
得

γ
果
者

、

因
邸

不
γ
成

γ
因

、
何

以

故

、
不

γ



得
γ
果
故
非

γ
因

也
」

(
『
正
蔵
』
四
+
五
、
五
〇
五
頁
)

こ
れ
ら

の
信
満

成
佛

に
樹
す

る

思

想

は
、

清

涼

大
師

に
至

つ
て
、

更

に
委

繹

を
加

え

て

い
る
。

ま
た

日
本

の
學
匠

暉
爾

も

『
初
獲

心

時
』

一
巻
を
著

し
て
、

そ

の
意

を
鑑

し

て

い
る
。

「
清

涼

大
師
之

文

意
云

、
行

布

三
乗
数

相

之
施
設

、
圓

融

一
乗

縁
起
之

實

徳
也

、
錐

γ
然

、

次

下
繹

云
、

行
布

印
圓

融
、

圓
融

即

行

布

丈
備

三
二
乗
之

教
相

一、

顯
二
一
乗

縁
起

之
旨

一許

也
」

(
『
大
日
本
佛
教
全
書
』
華
嚴
小
部
集

四
四
六
頁
)

ま
た

、

こ
の
輝
爾

の

高
弟

泉
州
久

米

田
寺

盛

答
も

『
華
嚴

手
鏡

』

一
巻

を
著

し
、

そ

の

な
か

に

「
現
身

成
佛

」

の

一
草

を

學
げ

て
い

る
。

そ

の
論
旨

は
、

圓
敏

の
意

に
依

り

、
因

果
同
禮

の
義

を
以

て
、
十

信

の
絡

心

に
至

っ
て
現
身

成

佛
す

る

と

い
い
、

そ
の
現

讃

と
し

て

は
、
龍

女
、

普
荘

嚴
童

子

、
善
財

童
子

、

兜
率

天
子
等

を

學
げ

て

い
る

こ
と
は

『
一
乗

教
義

分
齊

章
』

第
四

(
『
正
蔵
』
四
+
五
、

五
〇
五
頁
)

の
所
説

に
同

じ
も

の
で
あ
り

、

ま

た
最
後

に
三
種

の

成

佛

あ
り

と
な

し

て
、

}
は
位

に
約

し
、

こ
は
行

に
約

し
、

三

は
理

に
約

す
と

い

い
、

『
探
玄

記
』

第

三

(
『
正
蔵
』
三
+
五
、

一
六
六
頁
)
の
所
明

に
依

つ
て
現
身

成

佛

の
義

を
澤
成

し
て

い
る
。

そ

の
な
か

、
第

一
の
位

に
約

す

と
は
、

十
信

の
絡

心

に
於

て
成
佛

す

る
義

を
説

き
、
第

二
の
行

に
約

す
と

は
、
別

に
位

に
よ

ら
ず
、

た

だ

精
進
勇

猛

の

一
念

心

に
於

て
成

佛
す

る
と

い
う

の
で
、

い
わ

ゆ

る
華
嚴

の

一
念
成

佛

を
指

し

た
も

の
で

あ
ろ
う

。
第

三

の
理

に
約

す
と

は
、
衆

生

も
佛

も
理

の
上

か

ら

い
え
ば
卒

等

で

あ

つ
て
無

差

と

い
う
義

で

あ

る
。

華
嚴

の

一
念

成
佛

は
、

そ

の
源
、

杜
順

繹
師

の

『
法
界

観

門
』

に
出

で
、

藁

空
絶
相

観

と
か
、

混
絶

無
寄

観

と
か

の
観
法

が

そ

れ
で

あ

り
、

智
撮

の

『
孔

目
章

』
『
五
十
要
問

答

』

に
も
、

圓
頓

至
極

の
も

の
と
し

て
読

い
て

い
た
が
、

し
か

し
、

こ
れ
も
清

涼
、

圭
峰

の
時

代

に

な

る
と
、
輝

宗

の
影
響

を
受

け
、
輝

の
頓

悟
頓

修
無

念
成

佛

の
義

に
通
ず

る
と

こ
ろ
が

あ

つ
て
、

華

嚴

よ
り

も
寧

ろ
繹

宗

に
於

て
、

特

に

學

揚
す

る

と

こ
ろ
と

な
り

、

一
念

成

佛

は
無

念

爲
宗

の
暉
宗

に
轄

向

し

て
行

つ
た

も

の
と
も

見
ら

る

る
。

し
か

し
、

今

は
華
嚴

の
立
場

よ
り

い
え
ば
、

智
綴

の

『
五
十

要
問

答
』

初

巻

に
於

て
、

成

佛

と

是

佛

九



潤

學

研

究

一
〇

「
問

、

一
念
成

佛
與

二
多
劫

成
佛

剛

差
別

云
何

」

(
『
正
蔵
』
四
+
五
、
五

一
九
頁
)

と

い
い
、

一
念

成
佛

の
優

る
る
所

以

を
説

き

、

ま
た
賢

首
大
師

の

『
華

嚴
経
閥

答

』
下

巻

に
於

て
、

「
約

二
一
乗
…教
幽貰
法

碗

念
念

毎
成

佛
」

(
『
正
蔵
』
四
十
五
、
六

一
二
頁
)

と

い
い
、

ま

た

『
華

嚴
輕

義
海

百
門

』

に
於

て
も
、

「
此

一
念

之

心

現
時

、

全
是

百
千

大
劫

、
何

以
故

、

以
§
百

千
大

劫
因

二
本

一
念

輔

方

成

二
大
劫

↓

既
相

成
立

、
倶

無

二禮

牲

↓

由

二

一
念

無
髄

唖

印

通

二
大
劫

叫

大
劫

無
髄

、
印
該

二
一
念

↓

由

二
念
劫

無
髄

剛

長

短
之
相

自

融
、

乃
至

遠
近

世
界

、
佛

及

衆
生
、

三
世

一
切

事
物

、
莫

γ
不

下
皆
於

鴨二

念
申

一現
と

(
『
正
蔵
』
四
+
五
、
六
一二
〇
頁
)

と

い
う

て
、

華
嚴

の
融

念
劫

の
義

を

説
き

、

一
念
成

佛

の
意
味

も
あ

ら
わ

し

て

い
る
。

五

已

上

に
於

て
、
天

台
華

嚴

の

一
乗

教
義

に
於

け

る

一
生
成

佛

の
義

を

説
明

し
畢

つ
た

の
で
あ

る
が

、
そ

の
論

く

と

こ
ろ
は
殆

ん
ど

同

じ

思
想

で

あ

つ
て
、

未

だ
徹

底

し
た
現
身

成

佛

の
義

と

は

思
わ

れ

な

い
。

天
台

に
て
は

六

に
し

て
即
、

師

に
し

て
六

と

い

い
、

華
嚴

に
て

は

、
行
布

門

に
於

て

は
六
位
不

同

な

れ
ど
、

圓
融

門

に
於

て
は
初
後

圓

融

と
読
く

の
で
あ

つ
て
、

こ
の

一
生
成

佛

の
義
も

、
即

の
義

邊

に

依
り

、
圓

融
門

の
深
旨

に
依

つ
て
の

み
詮
顯

せ
ら

れ
た
も

の

で
あ

つ
て
、

こ

れ
は
軍

に
数

理
上

の
問

題

と

し
て
取
り

扱

つ
た
の

み
で
、

果

し
て
事
實

の
成

佛

を
現

成

し
た
も

の

と
見

ら

る
る

で
あ

ろ
う
か

。
そ

こ
に
大

な
る
疑

問

を
以

て
、

こ

れ
に
樹

せ
な
け

れ
ば

な
ら

な

い
と

い

う

の

で
あ

る
。

先
ず

天
台

の

「
一
生
妙

畳
」

の
論

草

に

し
て
見

て
も

、

ど

う
も

、

は

つ
き
り

と

し
た
論

旨

は
見
受

け
ら

れ

な

い
。

故

に

『
台

宗

二
百

題

』
・の
冠
導

に
も
次

ぎ

の
如

く

い
う

て

い
る
。



「
此

草
古

來
爲

二
大
義

↓

爾
圓

頓

速
疾

道
理

、
根

性
亦
萬

差

、

一
類
有

二
宿

修
人

{

一
生

入
二
妙

覧

一義

何
爲

γ
無

、
既

許
嶋二

生
超

登

十
地

{

高

祀

六
祀

繹
、

錐

γ
無

二明

文

{

四
明

決
答

交
、

及
慈
覧

智

誼
爾

大
師

繹
、

有

一二

生

入
妙

覧
義

一」

(
『
冠
導
台
宗

二
百
題
』
三
、

二
〇
二
頁
)

天

台
圓

敏

の
数

理
よ
り

す

れ
ば

、

六
印

を
以

て
圓
融

無
作

の
階

位

と
す

る
け

れ
ど

も
、

こ
れ

は
理

の
上

に

つ
い
て
印

を
読

き
、
事

の
上

に
於

て
は
依
然

と
し

て
六
を
説

く

の

で
、

容

易

に
究
寛

印

を
現
成

し
、

事
實

の
上

に

一
生
妙

畳

を

誰

す

る

こ
と
は

不

可
能

の
こ
と

で
あ

る
。
す

な
わ

ち
、

論
草

の
答

者
成

立

の
意

は
、
最

上

利
根

、
宿

黒
深
厚

の

一
類

あ
り

て
、

一
生
妙

畳
を

謹
す

る
も

の
も
無

し
と

は

い
え
な

い
と

い
う

の

み
で
、

そ

の
現
澄

と

し
て

は
分

謹
果

の
龍
女

成

佛
を
以

て
し
、

そ

の
實

誰

は
測

る

べ
か

ら
ず

と

い
い
、
左

の
如

く

い
う

て

い

る
。

「
抑

、
,
一
生
妙

覧
現

讃

誰
耶

事
、

可

γ
指
二
今

日
龍

女

↓

錐

三
到
爲

昌
初
住

{

其
實

澄
不

γ
可
γ
測

故
也
」

(
『
台
宗

二
百
題
』
三
、
二
〇
七

丁
)

し
か

し
、

『
法

華
経
』

と

い
い
、

『
華
嚴

経

』

と

い
い
、

と
も

に
菩

薩

の
無

数
劫

の
修

行

を
説

ぎ
、
容

易

に
信
満

、
初

住

に
於

て
す

ら

難

解
難

入

の
意

を
示

し

て

い
る
こ

と
は
事

實

で
、

た
だ
僅

か

に
奇

特

の

一
事
實

と

し

て
、

龍
女

の
成

佛

を
學
げ

た

の

み
で
あ

る
。

し
か
も

分

謹
果

と

い
う

の
で

あ

る
か
ら

、

こ
れ
を

以

て
直

ち

に
、

わ

れ
わ

れ
も

「
一
生
妙
畳

」

た
り
得

る
と
心
得

て
は

な
ら

な

い
。

ま

た
華

嚴

に
於

て
は
、
明

か

に

「
初
爽

心
時

、

便

成

正
箆

」

の
経
文

を
以

て
理

圓

と
な

し
、

次

ぎ
下

の
経
文

た
る

「
知
一二

切

法
眞
實

之
性

一」

の
明
交

に
依

つ
て
、

賢
首

大
師

の

『
探

玄
記
』

に
理
圓

の
義

を
繹
成

し
て

い
る
。

「
下
繹
何

因

得
γ
如

γ
此

、
以

γ
知

噂二

切

眞
實

一者

、

顯

二
理
圓

一也

、

具
二
足

慧
身

幽者

、

智

徳
備

也
、

不

二
由

γ他

悟

一
者
、
内

自
開

覧

也
、
壼

是

因
中

説

γ果

耳

」
(
『
正
蔵
』
三
+
五
、

二
〇
二
頁
)

も

と
よ
り

華
嚴

圓
教

は
事

理
融

印

を
談
ず

る
も

の
で

、

こ
の
成
佛

に

つ
い
て
も
、

決

し

て
簡

軍

な
内

容

の
も

の
で

は
な

い
。

そ

の
根
本

成

佛

と

是

佛

一
一



縄
」
門
學
誤
研
団
剛究

一
ご

思

想

と
見

ら

る
る
も

の

は
圓
融
門

で
あ

る
け

れ
ど

も
、

ま

た
、

そ

こ
に
行
布

門

の
義

も
設

か

れ

て

い
る

。

す

な
わ

ち
、

行
布

門

に
於

て

は
、
他

家

の
論

に
寄
顯

し
て
、

十
住

、
十

行
、

十
回

向

、
十

地
、
妙

覧
等

を
建

立

し
て
修
行

の
位

次

を
明

す
も

、
華

嚴

一
家
不

共

の
位

次

と
し

て
は
、

見
聞

、
解

行
、

讃
入

の
三
生

に

つ
い
て
断
惑

誰

理
を
説

き
、

な

か

に
も

、

見
聞

生

に
あ
り

て
は
伏

断
共

に
な
く
、

解
行

生

に

於

て

は
漸
伏

し
、

謹
入

生

に
至

つ
て
頓

断
頓

成

す

る
と

い

い
、

ま

た

一
断

一
切

断
、

一
成

一
切

成

の
義

も
説

い
て

い
る
。

こ
の

一
断

一
切
断

、

一
成

一
切

成

の
深

旨

は
、
そ

の
源

は

『
華
嚴

経
』

に

あ
り

と

い

い
、

左

の
経
文

を
學

げ

て

い
る
。

「
若

有

二
衆
生

{

得

γ
聞

一庇

香

↓

諸

罪

業
障

、

皆
悉

除
滅

、
於

二
色
聲

香
味

鯛

内
↓

有

二
五
百

煩
憎

↓

其
外

亦
有

二
五
百
煩

悩

叫

二

萬

一
千

欲
行

煩
悩

、

二
萬

一
千
憲

行
煩

悩

、

二
萬

一
千
痴

行
煩

悩

、

二
萬

一
千
等

行
煩

悩

、
皆

悉
除
滅

」

(
『
正
蔵
』
九
、
六
Q
六
頁
)

こ
れ

は

『
華

嚴
経

』

三
十

二
、
佛
小

相

光
明

功
徳

品

第

三
十

の
経
文

で

あ

つ
て
、

一
断

一
切

断

を
説

け

る

も

の
と

な
し
、

ま

た
、

「
如

來
身

中
、

悉
見

」

切
衆

生

、嚢

=
菩

提

心
{

修

=
菩
薩
行

↓

成
申
等

正
覧
上
、
乃

至
、

見

輌二

切

衆

生
寂
滅

浬
葉

画

亦
復

如

γ
是
、

皆
悉

一
切
以

=
無
性

一
故
」
(
『
歪
蔵
』
九
、
六
二
七
頁
)

と

い
え

る

『
華
嚴

経

』

三
十

五
、

寳

王
如

來
性

起
品

第

三
十

ご
之

三

の
経
文

は
、

一
成

一
切
成

を

説
け

る
も

の
と

し
て
、

華
嚴

の
租

師

は
、

こ

れ
に
委
繹

を
加

え
て

い
る
。

こ
の

一
断

一
切

断

、

一
成

一
切
成

は
、

こ
れ
實

に
華
嚴

一
家

の
宗

骨

で

あ

つ
て
、

こ
れ

を
読
明

す

る

の
に
性

起
門

と
縁

起
門

と
の

二
門

を
開

き
、
性

起
門

よ
り
す

れ
ば

、
自

己
心

中

の
本
覧

を

指
摘

し

て
頓
悟

頓
修

、

一
念

の
成
佛

を
説

く
も

の

こ
れ
で

あ
る
。

ま

た
縁
起

門

よ

り

す

れ
ば

、

一
切

諸
法

の
縁
起

に
於

て
、

圓
融

無
碍

、
相

即
相

入

を
設

い
て
、

初

位
印

極
、

信
満

成
佛

の
意

も

達

せ
ら

る
る

と

い
う

の
で

あ
る
。

し
か

し
、

こ

の
華

嚴

の
成
佛

論

も
仔
細

に
討

究

し

て
見

る
と
、

信
瀟

成
佛

は
、

天
台

の
龍

女
成

佛

の
如

く
、

信
漏

の
功

徳

を
讃
歎

し

、

信
満

に

し

て

一
切

の
智

慧
を
開

嚢
す

る

と

い
う

の
み

で
、

そ
れ
が

果

し

て
、

わ

れ
わ

れ

の
現

實

の
上

に
鐙
得

す

る

こ
と
が

出
來

る
か
否

か



に

つ
い
て
、
大

な

る
疑
問

と
な

つ
て
淺

つ
て
く

る
。

た
だ
僅

か

に
寳
荘

嚴

童
子

の
如

き
、

兜
率

天

子

の
如

き

、
少
分

の
現
身
成

佛
者

あ
り

と

い

い
、

経

の
深
玄

を
賞

歎

す

る

の
み
で

は
物

足
り

な

い
。

つ
ま
り

は
、

わ

れ
わ

れ
現
實

に
は
何

等

の
關
り

も

な

い
こ
と

な

の
で
あ

る
。

殊

に
断

惑
を

論

ぜ
ん

か
、

一
断

一
切

断

と

い
い
、
成

佛

を
談

ぜ
ん

か
、

一
成

一
切
成

と

い
い
、

そ
れ

は

一
人

が
断

惑
す

れ
ば

、
他

の

一
切

人
も

断

惑
す

る

と

い
う
意
味

か

、
或

は

一
人
が

成
佛

す

れ
ば
、

他

の

一
切

人
も

成

佛
す

る

と

い
う
意
味

な
の
か
、

そ

れ
が

同
類
異

類

を
問

わ
ず

、

他

の

一
切

の
煩
悩

を
断

ず

る

こ
と
が
出

來

る
も

の
か

、
或

は

一
人
成

佛

一
切
人

成
佛

は
、

因

果

二
位

に
通

じ
て
語

り
得

べ
き
も

の

か
、

そ
れ

ら

の
微

細

な
問

題

に

つ
い
て
は
、

未
だ

は

つ
き
り

と

し
た
設

明
が

な

い
。

わ
が

日
本

に
來

り

て
も
、

東

大
寺

派
、
高

山
寺

派

そ

の
説

を
異

に

し
、

こ
れ
が

ほ

ん
と

う

の
研

究

と

い
う

こ

と
に

な
る

と
、
ま

だ
ま

だ
議

論

の
鯨
地

が

あ

る
の

で
、
法

の
深

玄

は
壷

き

て
も

壷

き

な

い
感

じ

を
思

わ

し
む

る
も

の
と

い
う

べ
き

で
あ

ろ
う

。

山ノ
、

 

次
に
眞
言
宗
に
於
て
は
、
前
に
學
げ
た
天
台
華
嚴
の

一
乗
教
義
を
三
劫
成
佛
と
見
、
眞
言
密
敏
濁
り
印
身
成
佛
す
る
と
い
い
、
弘
法
大

師
は

『印
身
成
佛
義
』

一
巻
を
製
作
し
て
い
る
。
そ
の
始
め
に
問
答
し
て
云
く
、

「
問
日
、
諸
経
論
中
、
皆
読
三
ご
劫
成
佛
{

今
建
=立
即
身
成
佛
義
{

有
一荷

慧
擦
{

答
、
秘
密
藏
中
、

如
來
如
γ是
説
、

彼
経
設

云
何
」
(
『
弘
法
大
師
全
集
』
三
、
九
〇
頁
)

と
い
い
、
そ
れ
よ
り

『
金
剛
頂
経
』『大
日
経
』
の
爾
部
大
輕
を
引
用
し
、
更
に
龍
猛
菩
薩
の

『菩
提
心
論
』
を
引
用
し
て
、

「
叉
龍
猛
菩
薩
菩
提
心
論
設
、
眞
言
法
中
、

邸
身
成
佛
故
、
是
説
三
二
摩
地
法
{

於
=諸
数
中
{

闘
而
不
γ書
」

(
『
弘
法
大
師
全

集
』
三
、
九
一
頁
)

と
い
う
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の

「
諸
教
と
は
、
他
受
用
身
所
論
の
顯
教
」
と
い
う
て
弘
法
大
師
は
繹
し
、
こ
こ
に
明
か
に
顯
数
は
三
劫

成

佛

と

是

佛

ご
二

〆



暉

學

研

究

一
四

成
佛

、
密

教

は
印
身

成

佛

と
到
別

し

て

い
る

の
で
あ

る
。

故

に
宥

快

の

『
宗

義

決
揮

集
』

第

十

八
に
於

て
も

、

「
一
乗

経
劫

」
「
一
道
極

無

地

前
地

上

」
等

の
論

草

を
摯
げ

て
、

天
台

の

一
道
無

爲

心
、
華

嚴

の
極
無

自
性

心

を
以

て

「
三
劫

成

佛
」

と
論

断

し
た

の
で

あ

る
。

「
師
身

成

佛
者

、
自
宗

不

共
之

深
旨

、
不

γ
可

γ
通

二
顯
乗

{
故

錐
三
二
乗

一
乗

不
同

{

共
鷹

二
三
砥
遠
劫

一
也
」

(『
宗
義
決
揮
集
』
+
八
、

二
丁
)

と

い
い
、
多

く

の

『
法

華

経
』
『
華
嚴

経
』

の
経
文

を
引
用

し

て
、

天
台

、
華

嚴

の
雨

一
乗
も

三
劫

成
佛

な
り

と
決

揮

し
、

し
か

も

天
台
、

華
嚴

の

一
生
成

佛

は
、

軍

な
る
分

謹

の
成
佛

で

あ

つ
て
、

三
劫

を
経

る

こ
と

は
明

か
で

あ

る
。

「
第

八
住

心
下
龍

女
成

佛
義

、

第

九
住
心

下
初

獲

心
時
便

成

正
覧
文

等

、
此

皆
初

庄

分
誰
成

佛

、

非

一一究

寛
果

一也

、

故

實
則

自

初

住

一至

=
第

十
地

一閲
、

鷹

γ
経

=
三
砥

こ

(
『
宗
義
決
澤
集
』
+
八
、
六
頁
)

「
但

就
下
一
乗
所

依
経

論

、
並
諸

師

解
繹

、
明
中
頓
成

義
上
、
則

懸

γ
有

=多

義

↓

先

法
華

龍

女
成

佛
、

華
嚴

初
護

・39
時

便
成

正

覧
等

義
、

是

理

性

一
邊
也

、
若

約

二
事
邊

{

慮

二
是

分
誰

{

故
彼
宗

意

、
剣

一一初
住

分

澄

一
」
(
『
宗
義
決
揮
集
』
+
八
、

=

一頁
)

す

な
わ
ち
、

天
台

華

嚴

の

一
生
成

佛

は
、

理

を
本

に

し
て

の
成

佛

で

あ

つ
て
、
事
成

で

は
な

い
。
今

の
眞

言
宗

に
於

け

る
成

佛

は
事
成

で

あ

つ
て
、

こ

の
父

母
所

生

の
肉
身

に
於

て
印

身
成

佛

の
義

を
成

立

せ
ん

と
す

る

に
あ

る

の
で
、

こ

こ
に
顯

教

は
三
劫
成

佛

、
密

敢

は
即

身
成

佛

と

い
う

た

の
で
あ

る
。

然

る
に
、

こ

こ
に

ご
言
す

べ
き

は
、

こ
の
密
教

と

い
う
も

の
の
内
容

で

あ

つ
て
、

台
密

の
安

然

の
如

き

は
、

そ
の
著

『
菩

提

心
義
』

一

末

に
は
、
前

に
學

げ

た
龍

猛
菩

薩

の

『
菩

提
心

論
』

に
於

け

る

「
眞

言
法

中
帥

身
成

佛

故
」

と

い
え
る
論
文

の
眞
言

法

を
以

て
、

『
法

華

経
』

等

の
諸

大
乗
教

み
な
眞

言
法

で

あ
る

と

い

い
、

三
乗
教

義

を
以

て
顯
数

と
見
、

一
乗

敏
義

を
以

て
皆
、

眞
言

密
教

と
な

し
、
か

か

る

説

を
唱
う

る

の
で

あ

る
が

、

こ

れ
に
封

し

て
、
東

密

の
漂
嚴

は
、

こ
れ
を
次

ぎ

の

よ
う

に
難

じ

て
い

る
。

「
台

密

學
者

、
依

=
此
等

義

画

以

=
法

華
等

{

亦

是
密

教

、
此
義

不

レ
《
」

(
『
冠
謎
帥
身
成
佛
義
』
上
、

一
二
丁
)



東
密

一
派
の
眞
言
宗
は
、
濁
り
眞
言
宗
の
み
を
密
敏
と
な
し
、
華
天
爾

一
乗
の
敏
義
も
、
す
べ
て
顯
敬
と
し
て
顯
密
野
辮
す
る
の
で
、

そ
こ
に
同
じ
密
敏
と
.い
う
語
に
於
て
も
、
か
か
る
相
違
が
あ
る
も
の
と
思
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

次
に
眞
言
宗
に
於
け
る
師
身
成
佛
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
先
ず
弘
法
大
師
の

『
郎
心
成
佛
義
』
に
於
て
、

「
六

大

無

碍

常

喩

伽

四

種

曼

茶

各

不
γ離

三

密

加

持

速

疾

顯

重

重

帝

網

名
二邸

身
一

法

然

具
=足

薩

般

若
一

心

敷

心

王

過
=刹

塵
一

各

具
二
五

智

無

際

智
一

圓

鏡

力

故

實

覧

智

の
二
頒
八
句
を
設
き
、
印
身
成
佛
の
義
を
繹
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
前
の

一
頒
四
句
は
印
身
の
こ
字
を
歎
じ
、
後
の

一
頒
四
句
は
成
佛

の
爾
字
を
歎
じ
、
更
に
初
め
の
四
句
の
な
か
、
盤
大
、
相
大
、
用
大
と
無
碍
と
を
明
し
、
後
の
四
旬
の
な
か
、
初
め
に
法
佛
の
成
佛
を
學

げ
、
次
に
無
敷
を
あ
ら
わ
し
、
次
に
輪
圓
を
あ
ら
わ
し
、
最
後
に
そ
の
理
由
を
學
げ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。

眞
言
宗
で
は
、
池
水
火
風
空
識
の
六
大
を
以
て

一
切
諸
法
の
本
禮
と
な
し
、
別
に
眞
如
の
一
法
を
立
て
な
い
。
顯
教
は
眞
如
法
性
を
以

て
諸
法
の
本
髄
と
な
し
、
色
心
二
法
を
縁
起
の
相
用
と
な
し
て
い
る
が
、
眞
言
密
敏
は
、
色
を
五
大
と
な
し
、
心
を
識
大
と
な
し
、
こ
の

六
大
を
以
て

一
切
諸
法
の
本
膣
と
な
し
、
こ
れ
に
同
類
無
碍
と
異
類
無
碍
と
を
明
し
て
い
る
。
同
類
無
碍
と
は
異
人
異
法
に
相
望
め
て
論

じ
、
異
類
無
碍
と
は
一
人

一
法
に
約
し
て
論
じ
て
い
る
。
故
に
同
類
無
碍
の
上
で
は
、
人
法
不
二
で
あ
り
、
生
佛
不
二
で
あ
つ
て
、
衆
生

と
佛
と
の
間
に
何
等
の
相
違
あ
る
べ
き
も
の
は
な
い
。
ま
た
異
類
無
碍
の
上
で
は
、
色
心
不
二
で
あ
り
、
金
胎
不
二
で
あ
つ
て
、
理
と
智

と
の
間
に
何
等
の
差
別
を
も
認
め
な
い
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
、
眞
言
宗
に
於
て
は
不
二
門
を
明
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
實
は
、
寧
ろ
而
二
門
に
立
つ
て
、
事
を
本
と
な
し
、
六
大

を
萬
有
の
根
元
と
し
て
、
そ
の
ま
ま
不
二
な
る
こ
と
を
論
ず
る
の
が
眞
言
宗
の
宗
旨
で
あ
る
。
故
に
此
の
父
母
所
生
の
肉
身
の
そ
の
ま
ま

成

佛

と
是

佛

一
五



暉

學

研

究

一
六

に
於

て
佛
燈

な
る

こ
と

を
實

の
如

く
覧
知

す

る

の
が
眞

言
宗

に
説
く
印

身
成

佛

の
深
義

で
あ

る
よ

う

に
思
う

。

ま

た
弘
法

大

師

は
、

異

本

の

『
印

身
成

佛
義

』

を

六
本
も

書

い
て

い
る
。

或

は
弘

法

大
師

の
眞

作

で

な

い
か
も
知

れ

な

い
が

、

し

か

し
、

そ

の
所
読

は
、

み
な
眞
言

宗

と

し
て
依

用
す

る
と

こ
ろ

の
も

の
で

あ

つ
て
、

そ

の
な
か

に
有

名

な
る

理
具

、
加
持

、
顯

得

の
三
種
師

身

成

佛

の
義

も

出

て

い
る
。

そ

の
な
か
、

理
具

は
、
理

と

し
て
本

來
佛

で
あ

る
こ

と
を
説

き
、

加
持

は
、

加
持

感
慮

し
て
、

凡
夫

が
佛

に
成

る
と
設

き
、

顯
得

は
、

正

し
く
成

佛

を
顯

わ

し
得

る

こ
と
で
、

理
具

の
因

と
加

持

の
縁

と

に
依

つ
て
、

こ

の
父

母
所

生

の
肉
身

の
そ

の
ま
ま

、
速

謹

大
覧
位

の
果

を
膿

得

し
た

こ
と

を

い
う
た

も

の
で

あ
る
。

そ

し

て
、

こ
れ

ら

の
三
種

は
、

一
磨

は
、

因

、
縁
、

果

の
如

く
見

ら

れ
、

或

は
凡
夫

の
世

界

、

菩
薩

の
世
界

、
佛

陀

の
世
界

と
も

見

ら
れ

、
そ

の
訓

繹

に
於

て
も

、

「
即

ち

身
、
成

れ
る
佛

」

と
讃

め
ば

理
具

に
當

り

、

「
す

み
や

か

に
身
、

成

る
佛

」

と
讃

め
ば
加

持

に
當
り

、

「
身

に
印

し

て
佛

と
成

る
」

と
讃

め
ば

顯
得

に
當

る
と

い
う

て

い
る
が
、

要

す

る

に
、

こ

れ

ら

は

一
慮

の
讃

み
方

で

あ
り
、

一
磨

の
考

え
方

で
あ

つ
て
、

そ

の
實
義

に
至

り

て
は
、

こ
の
三
種
印

身
成

佛

と
も

に
主

と

な

つ
て
、

始

め

て

そ

の
深

義

を
あ

ら
わ

す

こ
と
が

出
來

る

と

い
う

の
で

あ
る
。

委

し

い
こ

と
は
、
宥

快
法

印

の

『
宗

義

決
揮

集
』

第

六

に

コ

ニ
種
印

身

成
佛

」

の
論

草
を

學
げ

て
述

べ
ら
れ

て

い
る
。

七

眞

言
宗

に
於

て
は
、
明

か

に
顯
教

は
三
劫
成

佛

と

い
い
、
密
敏

は
印
身

成
佛

と

い
い
、
ま

た
、

眞
言
宗

の

一
生
成

佛

の
義

は
、
聖

憲

の

『
大
疏

第

三
重
』

第

二
に

「
一
生
成

佛

」

の
論
草

を
學

げ

、
そ

の
な
か

に
、

「
疏

下
文

、
於

一一劫
破

一出

二
時
分

妄

執
之

二
義

一畢

、
若

一
生

度

=
此

三
妄
執

一印

一
生
成

佛

、何

論

二
時

分

一
耶
文

此
等

解
繹

、
於

一一
一
家

一

不

γ
許

二遠

劫
之

類

一
」
(
『
大
疏
第
三
重
』

二
、
六
頁
)



と

い

い
、
劫

す

な
わ

ち
劫

肢

の
読
明

に
、

時
分

の
義

と
妄
執

の
義

と
あ
り

、

顯
教

は
時

分

の
義

に
取

り
、

ま

た
妄
執

の

義

あ
り

と
す

る

も
、

た
だ
鹿

妄
執

、

細
妄

執
、

極

細
妄
執

の
み
断

じ

て
、
未

だ
微

細
妄

執

の
あ

る

こ
と

を
知

ら
な

い
が

、
濁
り

眞

言
密
敏

の
み

は
、

こ
の

微

細
妄

執

を
知

り
、

こ
れ
を
断

じ

審

し

て

い
る

と

い
う

の
で

あ
る
。

す

な
わ

ち
、
微

細
妄

執

と

は
無

始

の
間

隔

と
も

い
い
、

凡
夫

と
佛

と

の
間

に
微

細

に
隔

て
を

つ
け

て

い
る

こ
と

で
あ

る
が
、

そ

れ
を
断

じ

て

い
る
か

ら
、
眞

言

密
教

で

は
、

こ

の
父

母
所

生

の
肉
身

そ

の
ま

ま

が

佛
陀

と

い
い
、

ほ
ん

と
う

に
大

日
畳

王
を

禮

得

す

る

の
で
、

そ

こ
に

は
最
早

や

本

來
佛

で
あ

つ
た

と
か
、

或

は
凡
夫

が

佛

に
成

る

と

か
、
成

つ
た

と
か

い
う

よ
う

な

こ
と

は
問

題

で

な

い
。

そ

の
ま

ま
、

こ
の
現
實

の
世
界

が

六
大

の
膿

で

あ
り
、

四
曼

の
相

で

あ
り
、

三
密

の
用

で
あ

る
。

そ

の
何

れ

の

一
法

を
摯
げ

來

つ
て
も
、

焉
捨
焉

取

の
も

の
ば

か
り

で

あ

つ
て
、

不
取

不
捨

な

ら
ぎ

る
も

の

は
な

い
。

こ
の

鮎

に
於

て
は
暉

宗

の
所

談

と
同

じ
で

あ

る
が

、

し
か

し
、
暉

宗

に

は
輝
宗

の
妙

味
が

あ

る
か

ら
、

次

に
輝
宗

の
租

師

の
商
量

を

一
考

し

て

み

る

こ
と
に

し
よ

う
。

「
僧

問
、

正

位
申

邊
有

レ
人
成

佛

否
、
師

日

、
誰

是
衆

生
、

信
日

、

若

急
塵

印
総
成

佛

去

也
、
師

日

、

還

=
我

正
位

一
來
、

僧
日

、
如

何

是
正

位

、
師

日
、

汝
是

衆
生

」

(
『
正
蔵
』
五
+

一
、
三
八
〇
頁
)

こ

れ
は

『
景

徳

傳
燈

録
』
第

二
十

二
に
出

て

い
る
子

興
明

悟

大
師

の
語

で

あ
る
。

正
位

の
卒

等
絶

封

の
中

に

は
、
衆

生

と
か
佛

と
か

い

う

差
別

の
義

は

な

い
。

衆

生

は
衆

生

に

し
て
絶

封

で
あ
り

、
從

つ
て
衆

生
が
成

佛
す

る

と

い
う
よ

う
な

意
味

も

な

い
。

「
曾

問

、
本
來

人

還
成

佛
也

無
、

師
云

、

汝

見

大
唐

天
子

、

選

自
種

γ
田
割

7
稻

否
、

信

云
、

未

審

、
是
何

人

成
佛

、
師

云
、

是
汝

成

佛

、
檜

無
語
、

師

云
、

會
腰

、

僧
云
、

不

會
、

師

云
、

如

=
人

因

レ地

而
倒

依

γ
地
而

起

{

地

道

二
什
腰

一」
(
『
正
蔵
』
五
+

一
、
二
七
五

頁
)

こ
れ
も

『
景

徳
傳
燈

録

』
第

十

に
出

て

い
る
長
沙

の
景

界
暉

師

の
語

で

あ

つ
て
、

『
沿

陽

録
』

六

三
則
、

『
空
谷

録
』

一
九
則
、

『
拮

評

三
百

則
』

二
五

六
則
等

に

枯

評

せ
ら
れ

て

い
る
が
、

こ
れ
も
、

成

佛

と

い
う

て
、

衆
生

が
成

佛
す

る
義

で
は

な

い
。

本
來

人

で
あ

つ

成

佛

と

是

佛

一
七



揮

學

研

究

一
八

て
、
印

心
是

佛

の
眞
意

を
強

く

示

し
た

も

の
で

あ
る
。

「
有

γ僧

問
、

若

爲
得

二
成

佛

一去

、
師

日
、

佛
與

一一衆

生

一
一
時

放
却

、
當

威
解

脱

、
問

、
作

腰

生
得

=
相
慮

一去
、

師

日

、
善
悪

不

酔
思
、

自

見

二
佛
性

こ

(
『
正
蔵
』
五
+

一
、

二
四
四
頁
)

こ
れ
も

『
景

徳
傳

燈

録
』

第

五

に
出

て

い
る
南

陽

の
慧

忠
國

師

の
語

で
あ

る
。

総

に
佛

と
か

衆
生

と
か

い
う

分
別

の
念

を

一
時

に
放

却

し
て

し
ま

え
ば

、

そ

こ
に
解
脱

の
妙

慮

に
相

慮
す

る

こ
と
が

出

來

る
と

い

い
、

更

に

「
問
、

阿

那
箇

是
佛

」

と

い
う

に
答

え
て
、
「
師

日
、

印

心
是

佛
」

と

い
う

て

い
る
。

輝

宗

で

は
、

衆

生
が

佛

に
成

る

と

い
う

の
で
は

な

い
。

衆

生

は
本
來

佛

で

あ

る

と

い
う

の
で
、

本

來

是
佛

と
か

、

即

心
是

佛

と

か

い

い
、
成

佛

の
語

よ
り
も

、

是

佛

の
語

が
、

ぴ

つ
た
り

く

る

よ
う

に
思

う
。

今

更

に

「
印
心

是

佛
」

の
語

に

つ
い
て
、

慧
忠

國
師

と
同

じ

く

、

六
租

の
法
嗣

に
司

空
山

の
本

浮
輝

師

が

あ
る
。

そ

の
語

に
云

く
、

「
師
日
、

若
欲

γ求

レ
佛

即
心

是

佛
、
若

欲

γ
會

γ
道
無

心
是

道
、
日

、

云
何

印

心
是

佛
、

師
日

、

佛
因

r
心

悟
心

以

γ
佛
彰

」
(
『
正
蔵
』

五
十

一
、

二
四
二
頁
)

本
浄

輝
師

は
、

師
心

是
佛

と
無

心
是

道

と
を

學
湯

し

て

い
た
よ

う
で

あ
る
が

、

こ
の

二
は
別

な
も

の
で
は

な

い
。

無

心

の
と

こ
ろ
佛

で

あ

つ
て
、
善

と

か
悪

と
か
、

迷

と
か

悟

と
か
、

衆

生
と

か
佛

と
か

の
野

立
的

の
妄

念

を
、

す

べ

て
無

く

し

て
、

六
租

の

い
わ

ゆ

る

「
不

思

善

不
思

悪
」

(
『
無
門
關
』
第

二
一二
則
)
の
と

こ
ろ

に
達
す

れ
ば

、

そ
れ
が

本
來

の
面

目

で

あ
り
、

本
來

人

で
あ
り

、
本

來

是
佛

と

い
う

こ
と

に
な

る
わ

け

で
あ

る
。
故

に
、

こ
の
無

心
を

一
心

と

い
い

、

上
乗

一
心

の
法

と

い
う

て
、
馬

租

大
師

は
次

ぎ

の
よ

う

に
示
衆

し

て

い
る
。

「
一
日
謂

γ
衆
日
、

汝

等
諸

人

各
信

二
自

心
是
佛

↓

此
心

即
是

佛

心
、

達

磨

大
師
、

從

二
南

天
竺

國

一來
、

躬

至

二
中

華
{

傳
二
上
乗

一

心
之

法

{

令

二
汝
等

開
悟

こ

(
『
正
蔵
』
五
+

一
、

二
四
六
頁
)

ま

た
馬
祀

の
弟

子

の
南

泉

普
願

に
も
次

ぎ

の
よ
う

な
商
量

が

あ

る
。



コ

日
有

二
大

徳
↓

問

γ
佛
日

、
即

心
是

佛

又
不

γ得

、
非

心
非

佛

又
不

γ
得
、

師

意
如
何

、

師

云
、

大

徳
、

且
信

二
印

心
是

佛

一便

了
㌦

更

一説
ヨ
什
商腰
得

與

二
不
得

一」

(
『
正
蔵
』

五
十

一
、
二
五
八
頁
)

こ
れ

ら
は
皆

、
印

心
是

佛

と

い
え

る
商

量

を

二

三
學
げ

た

の
に
過
ぎ

な

い
が
、

し

か

し
、

輝
宗

で
は
心

を
根
本

に
し

て

い
る
よ
う

に
思

わ

れ
る
。

眞
言

宗

で

は
印
身
成

佛

と

い
い
、

身

を
根
本

に
し
、
身

口
意

の
三
密

な
ど

と
読

き
、
輝

宗

は

一
心

の
利
刀

を
弄

ぶ
も

の
で
、

こ

の
身

の
成

佛

を
知

ら

な

い
と
非

難

し

て

い
る
人

も
あ

る
。

け

れ
ど
も
、

輝
宗

で

い
う
師

心
是

佛

は
、

決

し
て
分

別
的

の
名

字

を
立

て
て

い

う

て

い
る

の
で

は
な

い
。
分

別
す

れ
ば

、
印

心

印
佛

も
得
ず

、
非

心
非

佛

も
得
ず

、

そ

れ
ら

の
分
別

を
離

れ

て
、

た
だ

た
だ
印

心
是

佛

で

あ

れ
ば
、

そ

れ
で
得

不

得

を
説
く

必
要

は
無

い
と

の
南

泉

の
示
謳

で

あ

る
。

八

次

に
暉

宗

の
租

師

の
間

に

は

「
如
何

是

佛
」

の
商
量

が
極

め

て
多

い
。

す

な
わ
ち

「
如
何

な
る

か
是

れ
佛

」
と

い
う
問

に
樹
す

る
租
師

の
答

え

は
、

そ

の
時

と
場
合

と

に
懸

じ

て
、

そ

れ
ぞ

れ
、

ま
ち

ま
ち

で
、

一
定

し

て

い
な

い
。

い
わ
ば
揮

宗

の
佛
陀

観

と

い
う
も

の
は
、

自
己

が

佛
で

あ

る
と
答

え

て
見

た
り

、
他

の
繹
尊

と
か
、
佛

像

と
か

が
佛

で

あ
る

と
か
、

或

は
佛

の
眞
相

は
読
け

な

い
と
か

、
或

は
宇
宙

間

の
眞
相

を
自

由

に
捕

え

て
、

こ
れ
を
佛

と
答

え

て
見

た
り

、
實

に
、

そ

の
佛

陀
観

に
種

々
な

る
も

の
の
あ

つ
た

こ
と
を
認

め

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。

先
ず

第

一
に
、
自

己

の
本

心
が

佛

で
あ

る
と
答

え

た
も

の

に
、

次

ぎ

の
よ

う
な
商

量
が

あ

る
。

「
馬

祀
、

因
大

梅
問

、
如

何

是
佛
、

租

日
、

師

心
印
佛

」

(
『
無
門
關
』
第
三
+
則
)

「
有

二
行
者

{

問

二
大
珠

{

印
心

印
佛

、
那

箇
是

佛
、

師

云
、

汝
疑

三
那
箇

不

二
是
佛

一指

出
看

、
無

γ
封
」

(
『
正
蔵
』
五
+

一
、

二
四
七

頁
)

成

佛

と

是

佛

一
九



縄

學

研

究

二
〇

「
慧

超
問

二
法

眼

一
云
、
如

何

是
佛

、
法

眼

云
、
汝

是

慧
超
」

(
『
碧
巖
録
』
第
七
則
、

『
従
容
録
』
第
九
二
則
)

「
大
龍

山
智
洪

弘

濟
大

師
、

僧
問

、
如

何
是

佛
、

師
日

、
印

汝
是

」

(
『
正
蔵
』
五
+

一
、
三
九
四
頁
)

「
玄

則

初
問

二
青
峰

{

如
何

是

佛
、
師

日
、

丙

丁
童

子
來

求
火

」
(
『
正
蔵
』
五
+

一
、

四

一
三
頁
)

「
盧

山
圓

通

可
倦
縄

師
、

檜

問
、

如
何

是
佛

、
師

日

、
騎

γ
牛
覚

γ
牛
、

僧

云
、

孚
奈

學
人

不
會

、
師

日

、
参

二
取
不

會
底

一」

(『
正
蔵
』

五
十

一
、
五
九
九
頁
)

次

に

「
如

何
是

佛

」

の
問

に
封

し

て
、

徳

山

の
如

き

は

「
佛
是

西

天
老

比
丘

」

と

答

え

た
り

、

或

は
佛
殿

に
安

置

す

る

佛

と
か

い
う

て
、

他
佛

を
答

え
た
も

の

の
よ
う

に
見

ら

る

る
則

が

あ

る
。

「
黄

蓮
山
義

初

號
明

微
大

師

、
櫓

問
、
如

何

是
佛

、
師

日
、

胸

題
二
卍

字

一背

負

二
圓
光

一」

(
『
正
蔵
』
五
+

一
、

二
九
八
頁
)

「
澄
慧

義
端

縄
師

、

櫓
問

、
如
何

是

佛
、

師
日

、
堤

捏
金

装

」
(
『
正
蔵
』
五
+

一
、

五
三
九
頁
)

「
趙

州
從

論
暉

師

、
櫓
聞

、

如
何

是

佛
、
師

云

、
殿
裏

底

、
僧

云
、

殿
裏

底
者

量

不
二
是

泥
寵

塑

像
(

師

云
、

是
、
櫓

云

、
如
何

是

佛
、

師
云

、
殿

裏
底

」

(
『
正
蔵
』
五
十

一
、
二
七
七
頁
)

こ
れ
ら

は
皆
、

そ

の
時

と
、

そ

の
場

合

と
に
磨

じ

て
、
學

人

の
迷
妄

を
打

破

せ
ん
が

爲

め

に
、
自

由

に
敢

化

せ
ら

れ
た
垂
語

で

あ

る
か

ら
、

こ

れ
が

定

ま

れ
る
答

え

と
は
思

わ

れ
な

い
。
故

に
或

る

一
面

に
は
、
獣

し

て
語

ら
な

い
祀

師
も

多
か

つ
た

の
で
あ

る
。

「
沿
州

無
業

國
師

、
信

問

、
如
何

是

佛
、

師

云
、
莫

妄

想
」

(
『
沿
陽
録
』
第

一
四
則
、
『
撃
折
録
』
第

一
六
則
)

「
五
祀

、
因

櫓
問

、
如

何

是
佛

、
師

云
、

口
是

輪
門

」

(
『
折
中
録
』
第
九
二
則
)

こ
れ

と
同

じ
く

「
口
是

渦
門

」

と

い
う

た
人

に
、

雪

峰

あ
り
、

圓

悟

あ
り
、

ま

た
法
眞

和

伺

の
如

き

は

長

く
濡

山

の
會
下

に
あ

っ
た

が

、

未

だ

一
言

も

呈

し
な
か

つ
た

の
で
、
濡

山
が

「
汝

何

ぞ
呈

せ
ざ

る

や
、
呈

す

る
語

な
く

ん
ば
、

如
何

是

佛

と
問

え
」

と
講

え
た

と

こ

ろ
、

未
だ

そ

の
聲

の
終

ら
ぎ

る

に
、

法
眞

は
眞

ち

に
濾

山

の
口
を

塞
ぎ

、

云
う

こ
と
能

わ
ぎ

ら
し

め
た

の
で
、

潟
山

驚

い
て

「
こ
れ

こ
そ



,眞

に
そ

の
髄

を
得

た
も

の
」

と
賞

歎

し

た
逸

話
が

『
五
燈
會

元

』
第

四

に
出

て

い
る
。

ま

た
、

こ
れ

を
他

の

一
面

か

ら
観
察

し
て
見

る

と
、
何

も
言

え

な

い
と

い
う

と
こ
ろ

に
、
却

つ
て
、

ま

た
何

と
で
も

自
由

に
言

え

る
と

い
う

こ
と

に
な
り
、

そ

の
無

理
會

の
語

を
、

越
格

の
宗

匠

が
、

つ
ね

に
言

い
放

つ
て

い
る

と

い
う

こ

と
で

あ
る
。

喩

え
ば
、

「
信
、

問

二
洞
山

{

如

何
是

佛
、

山

云
、
麻

三
斤
」

(
『
碧
巖
録
』
第

一
二
則
)

「
雲
門

、

因
櫓
問

、

如
何

是
佛

、
門

云

、
乾

尿
楓

」
(
『
無
門
關
』
第
二

一
則
)

と

い
う
が

如

き
は
、
最

も

有
名

な

る
則

で
あ

る
。

ま

た
、
或

は
天

地
間

の
眞

實
相

を
捕

え
來

つ
て
、
佛

の
眞
相

と
見

た
も

の
に
、

い
ろ

い

ろ

の
則

が

あ

る
。

「
信

、
問

二
首

山
(

如
何

是
佛

、
山

云
、

新

婦
騎

γ
駿
阿

家
牽

」

(
『
従
容
録
』
第
六
五
則
)

「
嚢

州
白

馬
辮

暉
師

、
檜

問

、
如
何

是

佛
、

師
日

、
水

來

河
濃

」
(
『
正
蔵
』
五
+

一
、

四
七
八
頁
)

「
江

陵
幅

昌
詞

輝
師

、
櫓

間
、

如
何

是

佛
、

師
日

、

花
開

二
金

谷

一媛

、
柳
佛

二
玉
堀

一
香
」

(
『
正
蔵
』
五
+

一
、
四
七
九
頁
)

「
野

州
浮

山
徳

宣
輝

師
、

檜
問

、
如

何
是

佛

、
師

日
、

天
長

地
久

」

(
『
正
蔵
』
五
+

一
、
六
二
七
頁
)

そ

の
他

、
慈

明
圓

揮
師

は

「
水

は
高

源

よ
り
出
ず

」

と
答

え
、
芭
蕉

義
暉

師

は

「
山

は
青
く
水

は
緑

な
り

」

と
答

え
た

る
が

如

き

は
、

み

な
、

こ

の
天
地

間

の
眞
實

相

を

「
眞

佛

は
無
形

な

り
」

と

い
う
立

場

で
、
自

由

に
答

え
ら

れ

た
も

の
と
見

る

こ
と
が

出
來

る
。

か
く

の
如

く
、

暉
家

の
語

録

に
出

て

い
る

「
如

何

是
佛

」

の
問

に
封

す

る
答

え

は
、
或

は
主
観
的

に
、
或

は
客

観
的

に
、

或

は
掃
倒

門

に
、

或

は
扶

起
門

に
、

種

々
な

る
立
場

か

ら
、

學
人

の
迷

妄

の
前

に
自

由

に
答

え
ら

れ

た
も

の
で
、
他

の
敏

家

一
般

の

い
わ
ゆ

る
佛
陀

観

と
は
、

そ

の
趣

き
を

大

に
異

に
し

て

い
る

こ
と
が
分

る
。

九

成

佛

と

是

佛

一
二



縄

學

硯

究

二
二

道

元
縄

師

の

『
正

法
眼

藏
』

に

「
即

心
是

佛
」

の
巻

が

あ

る
。

こ
れ
は
、

馬
租

大

師

の
印
心

是
佛

に

つ
い
て

の
道

元

の
宗
旨

を

い
い
あ

ら

わ
し

た

と
こ
ろ

で
あ

る
。

す

な
わ

ち
、
印

心
是

佛

と

い
え
ば

と

て
、

こ
の
わ

れ
わ

れ
衆

生

の
慮
知

念
畳

の
未

獲
菩

提

心
な

る
も

の
を

、

そ

の
ま
ま
佛

と

い
う

の
で

は
な

い
。
若

し
衆
生

の
心

そ

の
ま
ま

と

い
う

な
ら
ば

、
先

尼
外

道

の
見

解

で
あ

る
と

い

い
、

佛
租

の
大

道

を
夢

に
だ
も

知

ら
ぎ

る
輩

と
難

じ
、

ほ
ん

と
う

の
印

心
是

佛

は
、

そ
れ
を

摯

し
て
、

つ
ね

に
参

究

し

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
と
示

し
、
次

ぎ

の
よ

う

に
説

い
て

い
る
。

「
あ

る

ひ
は
郎

心
是

佛

と
参

究

し
、

心
印

佛
是

と
参

究

し
、
佛

郎
是

心

を
参
究

し
、
印

心
佛

是

を
参
究

し
、

是

佛
心

即
を

参
究

す
。

か
く

の

ご
と
く

の
参
究

、

ま
さ

し
く

邸
心
是

佛

、

こ
れ

を
墾

し

て
印

心
是

佛

に
正
傳

す

る

な
り

。

か
く

の

ご
と
く

正
傳

し

て
今

日

に

い

た
れ
り

」

(
『
鐸
學
大
系
』
租
録
部
三
、

二
四
頁
)

こ

こ
に
即

心

と

い
う

て
も
、

も

ち

ろ
ん
、

わ

れ
わ

れ
個
人

の
心
で

は
な

い
。

一
心

一
切

心

で
あ

る
。

ま
た
、

印
心

が
佛

で

あ

る
と

い
う

て
も
、

二
元
的

の
分

別

は
更

に

な

い
。

「
い
は
ゆ

る
正
傳

し
き

た

れ
る
心

と

い
う

は
、

一
心

一
切
法

馬

一
切
法

一
心
な
り

」

と

い

い
、

こ

れ
ら

は
皆
、

不
染
汚

印

心
是

佛

で
あ
り

、
登

心
、

修
行
、

菩

提
、

渥
禦

す

る

と

い
う

て
、

印

心
是

佛

の
修
謹

を
読

く

あ

た
り

、
道

元

の
宗

旨

を

よ
く

い
い
あ
ら
わ

し

た
も

の
と
思

う
。

ま

た

『
正

法
眼

藏
』

の

な
か

に

「
見

佛

」

の
巻

と

い
う

の
が

あ

る
。

い
ろ

い
ろ

の
経
文

を

學
げ

て
、

見
佛

の
意
義

を
あ

き
ら

か

に
し

て

い
る
。
そ

の
始

め
に

『
金

剛
輕

』

の

「
若

見
二
諸

相
非

相

嚇

印

見

二
如
來

一」

(
『
正
蔵
』
八
、
七
四
九
頁
)

の

一
節

を
學
げ

て
、

こ

の
意

義

を
示

衆

し
て

い
る
が

、

そ

の
内

容

は
大

に
見

る

べ
き
も

の
が

あ

る
。

す

な

わ
ち
、

清

涼
院
法

眼

暉
師

は

「
若

見

二
諸
相
非

相

輔

即

不

γ
見
二
如
來

こ

と

い

い
、

天
龍

覧

は
、

こ
れ

を
評

し

て
、

「
世
尊

は
如

來
輝

を
読

き
、

法
眼

は
租

師
縄

を

読

く
、

會
得

せ
ず

ば
甚

だ
奇

特
、

不
會

も

ま

た
相

許

す
」

と

あ
る
が

、
道

元

は
、

こ
れ

に

つ
い
て
次
ぎ

の
よ
う

に
垂
語

し
て

い
る
。



「
如

來
道

の
若

見
諸
相

非

相

を
枯
來

す

る

に
、

参

學
眼

な
き

と
も
が

ら
、

お
も

は
く

は
、
諸
相

を
相

に
あ
ら
ず

と
み

る
、
す

な

は
ち

見

如
來

と

い

ふ
。

そ

の

お
も

む

き

は
、

諸
相

は
非

に
あ
ら
ず

、
如

來

な
り

と

み
る

と

い
ふ
と

お
も

ふ
。
ま

こ
と

に
小

量

の

一
邊

は
、

し

か

の
ご
と
く

も
参

究
す

べ
し
と

い

へ
ど
も
、

佛

意

の
道
成

は
、

し
か

に

は
あ

ら
ざ

る
な
り

。

し

る
べ

し
諸
相

を
見
取

し
、
非

相

を
見

取

す

る
、

郎
見

如
來

な
り

、
如

來

な
り

、
非

如
來

な
り

」
(
『
暉
學
大
系
』
閥
録
部
三
、
三
三
六
頁
)

ま

た
、

こ
れ
に
封

す

る
面

山

の

『
聞
解

』

の
如

き
も
、

暉
者

の
立
場

か

ら

自
由

な
解

繹

を

加

え

て

い
る
。

す

な
わ

ち

「
諸

相

を
見

る

も

、
非
相

を
見

る
も

、
印
見

如

來

な
り

、

向

ふ

の
諸
相

非

相

に
用

な

し
、

こ

の
方

の
見

が
即

如
來

な
り

、
其

見

を
見

す

る
時

に
見

な

る
も

の
は
無

い
か

ら
、

即
不
見

な
り
、

こ

の
印
見

印

不
見

を
返

照
す

る
が

見
佛

な
り

、
向

ふ
に
佛

は
無

し
」

と

い
う

て
、
見

佛

の
意
味

を

は

っ

き
り

と

い

い
あ

ら
わ

し

て

い
る
。

そ

の
他
、

「
見
佛

」

の
巻
に

は
、

『
法

華
経
』

な

ど

に
あ

る
多

く

の
経
文

を

引
用

し
、

道
元

一
流

の
評
繹

を
試

み
て

い
る
が

、

そ

の

要

と
す

る

と

こ
ろ
は
、

見
佛

と

い
う

て
も

、
自

己

と
佛

と
別

な
も

の
で

は
な

い
。
ま

た
見

と
不

見

と

の

二
が

あ

る
わ
け

で

は
な

い
。
見
佛

は
、

自

己

に
徹

す

る

「
見
自

」

で
も

あ
り

、
他

人

を
自
他

一
如

の
那

一
人

を
見

る

「
見
汝

」

と

い
う

こ
と

に
も

な
る
。

道

元

の
佛
陀

観

は
、

「
如

來

全
身
」
「
一
穎

明

珠
」
「
光
明
」
「
無

情
読
法

」
「
十
方

」
「
四
馬

」
な

ど

に
も

あ
ら
わ

れ
、
岡

田

博
士

の

『
正
法
眼

藏

思
想

大
系

』
第

七
巻

に
説

明

を
加

え

て

い
る
が
、

と

に
か

く
、
暉

家

の
佛
陀

観

は
敏

家

の
如

く

説
明
的

で

な

い
。

「
そ

の
も

の
、

ず
ば

り

」

の
答

え
で
あ

る
。

故

に
三
身

四

智

と

い
う

よ

う
な
説

明

は
必
要

と

し
な

い
。

三
十

二
相

八
十

種
好

と

い
う

て
、

有
相

の
佛

を

あ
ま
り

説
か

な

い
。

三
大
阿

僧
祇

劫

を
経

て
成

佛
す

る
と

い
う
よ

う
な

こ
と

は
、

も
ち

ろ
ん
、

い
わ

な

い
。

天
台

の
よ
う

に
、
分

讃

の
佛

あ

り
と

い
い
、

一
分

の
佛

と
か
、

四

十

二
品

断

無
明

の
佛

と
か

い
う

よ
う
な

こ

と
は
、
實

に
笑

止

の
至

り

で
あ

る
と
、

洞
上

の
學
匠
天

桂

は

『
騨

耳

暉

琴
』

二
に
次

ぎ

の
よ
う

に

い
う

て

い
る
。

「
顧
夫

敏

人
等

、
解

ミ
繹

此
文

一日

、

一
生
成

佛
分

眞
佛

、
所

以
者
何

、

有

二
四
十

二
位

↓

分
破

二
無
明

↓

分

讃

二
於
眞

軸

増
道
損

生

成

佛

と

是

佛

二
三



輝

學

研

究

二
四

昇

進
故

、
未
二
是
妙

覧

果
満

佛
(

堪

r笑

、
謂

佛̀

有

二
一
分

二
分

三

四
五
分

、
乃
至

四

十

二
分
形

段
位

階

こ

(
『
騎
耳
暉
琴
』
二
、

一
六
丁
)

天

桂

の

『
騒

耳
揮
琴

』
第

二
に

は

「
一
生
成

佛
」

と

「
草

木
成
佛

」

と

の
一
一
草

を
學
げ

て

い
る
。
天
桂

一
流

の
識

見

で
以

て

「
一
生
成

佛
」

を
論

じ
、

そ

の
内
容

は
、

道
元

古
佛

の

「
印
心

是
佛

」

を
高
唱

し
た
も

の
で
、

一
生
と

は
第

二
生

な
き

一
生

で
あ

つ
て
、

一
切

衆

生

心
所

現

の

一
生

と
も

い

い
、
わ

れ

わ
れ
個

人

の

一
生

で
は

な

い
。
成

佛

と

い
う

て
も
本

來
成

佛

で
あ

つ
て
、
本

佛

の
玄

旨
を

読
き

、
本
成

で
あ

る

か
ら
、

再

び
成

佛

す

る

の
道

理
も

な

く
、
是

佛

の
本
義

を
読

破

し

た
も

の
が

、

こ
の
天
桂

の
論

草

で
あ

つ
て
、

そ

の
機
鋒

の
當

る

べ
か

ら
ぎ

る

こ
と

は
、
暉

者

の
常

と
す

る
と

こ
ろ
で
あ

る
。

十

こ

の
機
鋒

の
特

に
峻

哨

な

る
人

に
臨
濟

大
師

が

あ

る
。

『
臨
濟

録
』

は
、

師

一
代

の
読
法

で

あ

つ
て
、

な
か

に
あ

ら
わ

れ

た
宗

旨

そ

の

も

の
は
今

も
尚

、
正

傅

さ
れ

て

い
る
。

そ

の
思

想

は
、

つ
ね

に

「
眞
佛
無

形

、
眞

法
無
相

、

眞

道
無
心

」

の
立
場

に
あ

つ
て
、

「
佛

は
幻

化

身

」

と

い

い
、

「
佛

は
是

れ
三
大

阿
信

砥
劫

の
修

行

に
依

つ
て
成

就
す

る
究
章

位

な
り

と

い
は
ば
、
何

に
依

つ
て

八
十
年

後

、
拘

戸
那

伽

羅

城
、
隻

樹

林
間

に

て
側

臥

死
去

す

る
や

」
と

い
い
、

佛

を
他

に
求

め
ば

、
佛
魔

に
縛

せ
ら

れ
、

生
死

の
大
兆

で

あ

る
と

ま
で
説

き
、

こ
こ
に

ほ
ん

と
う

の
佛
を

指
示

し

て
次
ぎ

の
よ
う

に
示

衆

し
て

い
る

。

「
若
約

二
山

信
見

慮

{

無

r
不
二
甚

深

↓

無

γ
不

二
解

脱
{

道
流

、

心
法

無
形

、

通
二
貫

十
方

↓

在

レ
眼
日

γ
見
、

在

7耳

日

7
聞

、
在

r

鼻
鍛

γ
香

、
在

γ
口
談

論

、

在

γ手

執

捉

、
在

r足

運
奔

、
本

是

一
精

明
、

分
爲

一一六
和

合

(

一
心
既

無
、

随
虞

解
腕

」
(
『
灘
畢
穴
系
』
祀
録

部

一
、
四
頁
)

ま

た

「
わ

れ
わ

れ

の
今

日
多
般

の
用
慮

、
什
慶

を
か
欠

少
す

る
。

六
道

の
神
光

未

だ
曾

て
間
漱

せ
ず

」

と
も

い
い
、

ま
た
更

に
、

「
禰

要
下
與

二
祀

佛

一不
上
γ別

、
但

莫

二
外
求

噛

禰

一
念

心
上
清

浮
光

、
是

禰
屋

裏
法

身

佛
、
」
禰

一
念
心

上
無

分
別

光

、

是

禰
屋

裏
報



身
佛

、

爾

一
念

心
上
無

差
別

光
、

是
儒

屋
裏

化

身

佛
、

此

三
種
身

、
是

爾
印

今

目
前
聴

法
底

人

、
砥

爲
γ
不

二
向

γ
外

馳
求

噛

有

二
此
功

用

一」

(
『
輝
學
大
系
』
租
録
部

一
、

三
頁
)

と
も

い

い
、
臨

濟

は
特

に
人
人

本
具

の
心
性

を
直

指

し
、
別

に
外

に
向

つ
て
求

め
ず

、
言

下

に
回
光

返
照

し
て
、
自

佛

を
見

せ
し

め
よ
う

と

し

た
も

の
で
あ

る
。

故

に

「
自

己

の
身

心

と
祀

佛

と

別

な

ら
ざ

る

こ
と
を
知

つ
て
、

當

下

に
無

事

な
る

を

得

法

と
名

つ
く

」

と
も

い

い
、

こ
れ
が
臨

濟

の
論
法

で

あ
り
、

宗

旨

で
あ

つ
て
、

今

日
正
傳

す

る
臨
濟

宗

の
宗
義

も

、

こ
れ

に
外

な
ら

な

い
の
で

あ
る
。

そ

こ
で
、
最

後

に
、
輝

家

と
敏

家
と

の
成
佛

論

に

つ
い
て

の
考

え
方

を
ま

と
め

て
見

る
と
、
教

家

で

は

「
成

佛
」

と

い
い
、

輝
家

で

は

「
是

佛
」

と

い
う

の
で
、

そ

れ
が
犬

盟

の
相

違

で
あ

る

よ
う

に
思

う

。

し
か

し
、
敢

家

の
成

佛

論

に
も

い
ろ

い
ろ

あ
る
。

心
成

と
身
成

と

に
雇

別

し
、

心
成

は
成

佛

本
來

の
意

義

で

は
あ

る
が
、

眞
言

密
敏

に
は
父

母
所

生

の
肉

身

に
於

て
成

佛
す

る

と

い
う
身
成

を
主

張

し
て

い

る
。ま

た
、

理
成

と
事
成

と
に
囁

別

し
、
龍

女
成

佛

も
信
漏

成

佛
も

理
成

で

あ

つ
て
、
事

成

で

は
な

い
。
理
成

を
性

徳

、
事
成

を
修
成

と

し

た
も

の
を
、
更

に
修
成

、

事
成

の
成

佛

を
始
覧

と
繹

し
、
理

成
、

性
徳

の
成

佛

を
本
覧

と
繹

す

る

よ
う

に
も

な

つ
た
。

こ
の
本
畳

始
覧

の
語

は

『
大

乗
起

信
論

』

に
出

て

い
る
が

、
華

嚴

に
於

て
、

こ

れ
を
用

い
、
そ

の
思
想

は
、

み

な
大
乗

佛
教

に

あ
り

、

特

に
本

覧
門

の
信
仰

を
説

く

一
乗

数
義

で
は
、

本
覧

思

想
が

い
ろ

い
ろ
に
嚢

展

し
て
來

た

こ
と
は
事
實

で
あ

る
。

し
か

し
、

始
覧

門

の
敏

義

が
佛

教

の
基
本

的

な
も

の
で
あ

つ
て
、
佛

と

い
え
ば

、
繹

尊
以
外

に
、
永

久

に
成
佛

す

る
人

な

し
と

い
わ
ね

ば

な

ら
な

い
の
に
、
後

に
本
覧

門

の
数

義

が
嚢

達

し

て
來

て
、

こ

の
わ

れ
わ

れ
も

皆
、

佛
性

が

あ

つ
て
成
佛

す

る

と
読

き
、
元

來
が

佛

で

あ

つ
て
、

そ
れ

を
自
魔

し
な

い
ま
で

の
も

の
で
あ

る
と

い
う

よ
う

に

な

つ
た
。

ま

た
、
本

覧
門

よ
り

す

れ
ば

、

本
來

無
始

久

遠
實
成

の
佛
が

あ

る
と

い
う

て
、

こ
れ
を
是

認

し
て

い
る
け

れ

ど
も

、
そ

れ

で
は
因

果
修

詮

の
始

覧
佛

を
無
覗

す

る

こ
と

に
な

る
。
故

に
、

こ
れ
も

、

そ

の
考

え
方

が

攣

つ
て
き

て
、
始

畳

佛

の
繹
尊

は
、

す

で

に
佛

で
あ

つ
て
、

成

佛

と

是

佛

二
五



縄

學

研

究

二
六

た
だ

、

こ
の
娑
婆

世
界

の
も

の
を
濟
度

せ
ん
が

爲

め

に
慮

現

せ
ら

れ

た
と

い
う
よ

う

に
、
磨

現
、

示
現

、
化

現
、

垂
　

と
見

る
よ
う

に

な

つ
た

。

ま

た
、
前

に
學

げ

た
佛
果

の
分

満

と

い
う

こ
と
も

、
華

天

に
於

て
盛

ん

に
説

く
問

題

で
あ

る
が
、

こ
れ
も

大
乗

佛
敏

の
各

宗

に
、

そ

の

思

想

は
読
か

れ

て

い
る
。
す

な
わ

ち
、

佛
教

で
は
自

利
利

他
圓
満

と

い
う

こ
と
を
説

い
て
、

そ

れ
が

最
後

の
線

で

あ

る
。

し
か

し
、

こ
れ

が

ほ
ん

と
う

に
可

能

で
あ

る
か
否

か

と

い
う

こ
と

は

問

題
で

あ
る
。

こ
れ
を
本

覧
思

想

よ
り

す

れ
ば
、

飽
く

ま

で
も
本

來
成

佛

を
説

い

て
、

圓
満

と

い
わ

ね
ば

な
ら

な

い
が

、

こ
れ
を
始

覧

思
想

よ
り

す
れ
ば

、
永

遠

に
成

佛
完
成

の
實

現

は
到
來

し
得

な

い
と

い
う

こ
と

に
な

る
。佛

数

の
敢

相

學

と

い
う

立
場

か

ら

い
う
と
、

何

れ

の
宗

旨

で
も
難

問

題
が

あ

る
。

い
わ

ゆ

る
難

透
難

解

で
あ

る
が
、

そ

れ
を

、
そ

の
宗

旨

で
論

草

を
設

け
、

一
慮

は
答
者

成

立

の
義

を
宗

の
正
義

と

し

て
是

認

す

る
だ
け

の
こ
と

で
あ

る
。

そ
れ

で
片

を
付

け

た
よ
う

に

し
て

は

い
る

け
れ

ど
も
、

實
際

は
、

な
か

な

か
深

く
論
議

す

れ
ば

、
論

議

す

る
ほ
ど

そ

の
敏

相
學

の
深
玄

さ

に
も
驚
歎

す

る

の
で

あ
る
。

輝

家

に
も

難
透
難

解

あ
り

、
最

後

の
透

關
も

あ

る
が
、

要

す
る

に
、
教
相

學

で

い
う
も

の
を
閑
文

字

の
葛
藤

と

い
う

て
、

文
字

に
執

す

る

こ
と
を
嫌

い
、
教

相

で

い
う
難

問

題
も
、

縄

家

で
は
簡
軍

に
片
付

け
、

始
本

二
覧

も
、

分
誰

窮
満

の
問

題

も
、

そ

れ
ら

一
切

を
透
過

し

踏
断

し
て
、

そ

こ
に
本
來

自
性

天

眞
佛

を
自

覧

し
、
縁

に
慮

じ
機

に
鯛

れ

て
、

そ

の
病

根

を
抜

く
爲

め

に
接
化

無
窮

な

る

こ
と
が
暉

家

の

本
領

と

す

る
と

こ
ろ
で

あ
ろ

う
。

し
か

し
、

ま

た
醜

つ
て
考

え
て

み

る
と
、
輝

家

で

は

「
印

心
是

佛
」

を
學

揚

し
て

い
る
け

れ

ど
も
、

そ

こ
に
嚢

心
、

修
行

、
菩

提

、
渥

葉

す

る
印

心
是

佛

を
読

き
、
ま

た
、

わ

れ
ら

の

「
本

來
是

佛

」

を
説
く

か

と
思

え
ば
、

そ

こ
に
行

佛

の
威
儀

を
説

き
、

一
生
不
離

叢

林

と

い
い
、

「
繹
迦

も
達

摩
も

、
修

行

の
眞

只
中

」

と

い
う

て
、
わ

れ
ら
に
強

い
書

未
來
際

の
修
行

を
直

指

し

て

い
る

こ
と
を
忘

れ

て
は

な
ら

な

い
。


